
》
一

』

8０

４
Ｊ

話題のひろば

鯉
川
筋
で
朝
の
風
物
詩
と
し
て
地
元

で
の
話
題
、
近
畿
産
業
信
用
組
合
の
朝

礼
姿
の
ご
紹
介
。
神
戸
支
店
の
前
で
職

員
全
員
が
並
び
、
始
め
ら
れ
る
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」

「
は
い
、
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
」

「
少
々
お
待
ち
く
だ
さ
い
ま
せ
」

「
お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
」

「
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
元
気
な
声
が
重
ね
て
こ
だ
ま
し
、
鯉

川
の
一
日
が
始
ま
る
。
今
で
は
通
り
行

く
人
々
に
は
馴
染
み
の
光
景
と
な
っ
て

い
る
。「

震
災
、
長
引
く
不
景
気
の
二
重
苦
。

ま
ず
は
挨
拶
か
ら
元
気
印
を
皆
様
に
伝

え
た
い
。
ま
た
、
職
員
皆
が
一
つ
に
な

る
始
ま
り
で
も
あ
り
ま
す
。
」
と
谷
山

支
店
長
。

当
初
は
外
で
声
を
出
し
、
通
り
行
く

人
々
の
視
線
に
は
恥
じ
ら
い
も
あ
っ
た

よ
う
だ
が
、
「
ガ
ン
バ
レ
神
戸
」
と
の

思
い
に
そ
れ
は
一
掃
さ
れ
、
逆
に
地
域

の
皆
様
か
ら
「
ガ
ン
バ
レ
」
と
励
ま
さ

れ
、
支
店
の
成
績
は
伸
び
、
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。

『
凸
』
』

一

■
↑
一
一

画
シ
脇
；
．
師
■ ☆

鯉
川
筋
、
朝
の
風
物
詩

'１'１

錠
輔
墨
甥"獣ごIi3辱璽一恵

麦
罰

lｌｌ

ｈｌ

Ｉ
日旦

夕

』 』

』
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▲ロックバンド「FREEDOM」のライブ中に矢田神戸市長が訪れ、
メンバーもびっくり（写真右）「味娘」がさわやかなライブを（写真左）

図

５
月
加
日
、
神
戸
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー

パ
レ
ー
ド
「
ポ
ン
テ
ペ
ル
レ
２
０
０
３
」

に
合
わ
せ
て
、
鯉
川
筋
で
「
鯉
川
山
手

ア
ー
バ
ン
フ
ェ
ス
夕
」
が
開
催
さ
れ
た
。

目
玉
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
１
０
８
台
が
、

新
緑
の
坂
道
を
上
っ
て
い
く
ポ
ン
テ
ペ

ル
レ
名
物
・
鯉
川
筋
通
過
で
は
あ
っ
た

が
、
通
り
に
は
朝
か
ら
手
作
り
の
お
だ

ん
ご
や
メ
ロ
ン
パ
ン
、
わ
た
あ
め
や
駄

菓
子
な
ど
の
お
店
が
出
店
、
神
戸
華
僑

総
会
舞
獅
隊
に
よ
る
獅
子
が
各
店
を
ま

わ
っ
て
華
麗
な
舞
い
を
披
露
す
る
な
ど
、

ポ
ン
テ
ペ
ル
レ
に
負
け
な
い
熱
気
が
ク

ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
を
出
迎
え
た
。

ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
の
音
色
と
歌
声
が
さ
わ
や
か
な
バ

ン
ド
「
味
娘
」
が
ボ
サ
ノ
バ
や
ラ
テ
ン

ジ
ャ
ズ
を
演
奏
。
ま
た
男
だ
ら
け
の
ロ
ッ

ク
バ
ン
ド
「
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
」
の
熱

い
演
奏
に
子
供
た
ち
も
熱
狂
。
彼
ら
は

自
分
た
ち
で
作
っ
た
鯉
川
筋
の
歌
も
披

露
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
た
。

揃
い
の
グ
リ
ー
ン
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
に

身
を
包
ん
だ
鯉
川
山
手
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
皆
さ
ん
が
、
イ
ベ
ン
ト
運
営
や

パ
レ
ー
ド
中
の
交
通
整
理
な
ど
を
担
当
、

人
々
の
手
に
よ
る
暖
か
い
ま
ち
づ
く
り

が
感
じ
ら
れ
た
。
麗
し
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

カ
ー
を
見
よ
う
と
集
ま
っ
た
人
々
も
、

存
分
に
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
だ
様
子
。

＝=墨ョ匡窒

画

蝉.篭弓
翰蝋蝿 ☆
新
緑
の
坂
道
が
大
賑
わ
い

「
第
２
回
鯉
川
山
手
ア
ー
バ
ン
フ
ェ
ス
夕
」

司
鯉
川
筋
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
パ
レ
ー
ド
の
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
に
。
山
手
幹
線
沿
い
の
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー

ジ
に
は
、
大
き
な
鯉
の
ぼ
り
が
泳
い
で
い
た

旧』
二

し
獅
子
舞
が
練
り
歩
き
、
大
道
芸
人
ポ
ン
タ
く
ん
は
子
供

た
ち
に
人
気
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△木々の中にガーデンレストラン「風舎」の建物が見える

神戸武甲山因でTBP平ｎ吋画』、仙醍

■四Ｆ阻賦１年観壷車更郵

英ぃ4ｕｍｗ理室飼エ双告蝉仁Ⅱ

ｑ
ド
ン
キ
ィ
・
バ
レ
ー
建
設
の
工
事
記
録
は
、
仲
間

の
ひ
と
り
湯
川
昌
明
さ
ん
が
「
ド
ン
キ
ィ
砦
の
冒

険
」
と
し
て
エ
ッ
セ
ｉ
に
ま
と
め
て
い
る

隠密溌弥騨翻厨隙
話題のひろばば

『おやじ幽人雌を遇っているすべての人とへ

啓垂 室空電
V三万

■ガーデンレストラン「風舎」TEL、078-511-2400営業１１：３０～１９；００（平日１８：００以降は要予約

ド
ン
キ
ィ
・
バ
レ
ー
は
、
三
宮
駅
・

神
戸
駅
か
ら
車
で
約
過
分
・
兵
庫
区
の

菊
水
山
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
奥
に
あ
る
。

か
つ
て
は
、
ゴ
ル
フ
場
の
一
部
と
し
て

使
わ
れ
て
い
た
こ
の
場
所
に
、
想
い
を

持
ち
続
け
て
い
た
北
野
修
三
さ
ん
は
、

失
業
中
の
同
窓
生
や
、
園
芸
師
た
ち
の

仲
間
と
と
も
に
土
地
を
開
墾
し
「
大
人

の
癒
し
の
エ
リ
ア
」
と
し
て
再
生
し
て

い
る
。
「
ド
ン
キ
ィ
・
バ
レ
ー
」
は
、

自
分
た
ち
の
夢
を
追
い
求
め
る
団
塊
世

代
の
姿
を
、
騎
士
ド
ン
キ
ィ
・
ホ
ー
テ

に
な
ぞ
ら
え
て
つ
け
ら
れ
た
。

園
内
に
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
乗
馬
サ
ー

ク
ル
「
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
」
、
ゆ
っ
た
り

し
た
広
さ
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
畑
や
、
ロ
ー

ズ
＆
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
が
あ
る
。
神
戸

の
街
や
港
を
見
渡
す
頂
上
に
は
ガ
ー
デ

ン
レ
ス
ト
ラ
ン
「
風
舎
」
。
カ
ン
ト
リ
ー

調
の
小
さ
な
建
物
の
わ
き
に
は
ス
モ
ー

ク
小
屋
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
作
る
自
家

製
の
ぐ
ん
せ
い
を
使
っ
た
手
作
り
の
料

理
が
楽
し
め
る
。

畑
や
小
屋
は
、
ほ
と
ん
ど
自
分
た
ち

の
手
作
り
。
「
で
き
る
範
囲
の
こ
と
は
、

多
少
へ
夕
で
も
プ
ロ
に
頼
ら
ず
に
自
分

た
ち
の
手
で
創
ろ
う
と
や
っ
て
き
ま
し

た
」
と
北
野
さ
ん
。
五
感
す
べ
て
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
非
日
常
の
空

間
で
あ
る
。

』.唖睦=重雪ィ､輯Ｗ

虎君言芳完守室

☆
夢
見
る
中
年
騎
士
た
ち

が
創
っ
た
「
ド
ン
キ
ィ
バ
レ
ー
」

鍵
割

滅性ヴィタミンを注入するぞＩ

8２

▲独自性、継続性、非日常性をキーワード
にしたと北野さん

火曜休
8２

害聖鯉騨鍵謹豊
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▲地元住民、世話人会のメンバーが参加して

…
Ｉ
ｉ

三
月
十
四
日
（
金
）
生
田
川
の
神
若

橋
西
岸
遊
歩
道
に
「
大
和
物
語
生
田
川

之
段
虚
女
塚
偲
承
之
地
」
と
標
さ
れ

た
石
碑
が
建
立
さ
れ
た
。

こ
の
石
碑
は
新
神
戸
ト
ン
ネ
ル
二
期

工
事
の
一
環
で
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
た

の
を
機
に
、
郷
土
の
歴
史
を
後
世
に
伝

え
よ
う
と
地
元
有
志
で
つ
く
る
虚
女
塚

再
建
世
話
人
会
（
代
表
増
田
進
氏
）
が

建
立
し
た
。

も
と
も
と
生
田
川
周
辺
は
生
田
の
里

と
称
し
た
。
布
引
の
瀧
や
生
田
の
森
は

万
葉
人
に
愛
で
親
し
ま
れ
、
数
々
の
伝

承
を
語
り
継
い
で
き
た
が
、
特
に
平
安

中
期
（
九
五
一
年
頃
）
に
成
立
し
た
大

和
物
語
に
は
、
生
田
川
を
舞
台
に
し
た

謎
厩
虚
埜
侭
謎
と
い
う
悲
恋
の
物
語
が

記
さ
れ
て
い
る
。

は
る
か
昔
、
生
田
川
の
畔
に
一
人
の

美
し
い
乙
女
が
住
ん
で
い
た
。
そ
の
評

判
を
聞
き
つ
け
た
二
人
の
若
者
が
求
婚

し
た
が
、
二
人
の
容
姿
、
性
格
が
あ
ま

り
に
も
そ
っ
く
り
な
為
、
乙
女
は
生
田

川
に
遊
ぶ
一
羽
の
水
鳥
を
弓
矢
で
射
抜

い
た
者
と
結
婚
す
る
と
約
束
す
る
が
、

二
人
と
も
そ
の
水
烏
を
射
抜
き
、
思
い

悩
ん
だ
乙
女
は
生
田
川
に
身
を
投
げ
た
。

二
人
の
若
者
も
後
を
追
い
身
を
投
げ
た
…
。

こ
の
物
語
は
、
実
話
を
も
と
に
編
纂
さ

れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
藤
原
定
家
の
和
歌

や
観
阿
弥
の
謡
曲
に
も
、
ま
た
近
代
で

は
、
森
鴎
外
や
菊
池
寛
と
い
っ
た
文
人

た
ち
の
作
品
に
も
、
深
く
影
響
を
与
え

て
き
た
。

虚
女
の
墓
と
伝
え
た
塚
な
ど
、
多
く

の
史
跡
が
現
存
し
た
そ
う
だ
が
、
明
治

初
期
の
生
田
川
付
替
や
道
路
拡
幅
に
よ
っ

て
こ
と
ご
と
く
破
壊
さ
れ
、
史
実
か
ら

消
し
去
ら
れ
た
。
し
か
し
、
歴
史
は
時

を
経
て
後
世
に
語
り
継
が
れ
る
。

雪全

☆
生
田
川
沿
い
遊
歩
道
に

「
虚
女
塚
」
再
建

一罫

畠身
些雪葛

農Ｉ１
Ｊｈｂ

．:Ｉ
聖篭

8３

▼行われた入魂法要

陸芭fR9
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TEL（078）９０k4-0501(代）

URLhm//www,hyoe・coJp IEL（078）904-0675

全
校
生
徒
犯
人
の
神
戸
市
立

有
馬
小
学
校
。
校
長
の
北
村
忠

敬
先
生
は
来
年
定
年
を
迎
え
る

有
馬
の
名
物
校
長
。
６
年
前
に

赴
任
後
、
校
庭
に
は
ホ
タ
ル
の

幼
虫
飼
育
の
た
め
の
美
し
い
水

の
流
れ
を
造
り
、
町
民
が
参
加

す
る
文
化
祭
等
を
提
案
。
い
つ

の
間
に
か
有
馬
小
学
校
は
、
子

供
た
ち
だ
け
で
な
く
地
域
の
人
々

が
集
う
場
と
な
っ
た
。

有
馬
の
ひ
と
を
訪
ね
て
ｌ
北
村
忠
敬
さ
ん
八
有
馬
小
学
校
校
長
Ｖ

巳

ホ
タ
ル
が
舞
い
、
励
ま
し
あ
う
学
校

に
有
馬
小
学
校
校
長
先
生
の
夢

8４

ＯＲＯＫ八ｈ

'rEL(078）903-2255

#lWW7淡鶴

有
馬
歳
事
記

:､１

蕊f韓

北
村
先
生
は
そ
れ
こ
そ
が
学

校
の
姿
だ
と
言
う
。
「
も
と
も

と
学
校
は
寺
子
屋
で
、
地
域
の

人
が
作
っ
た
も
の
。
学
校
は
地

元
の
も
の
な
ん
で
す
。
町
の
人

が
何
を
願
っ
て
い
る
か
を
つ
か

む
の
が
学
校
の
使
命
だ
と
思
う
」
。

兵
庫
高
校
卒
業
後
、
東
京
に

出
て
働
き
な
が
ら
大
学
に
通
っ

た
。
大
学
在
学
中
に
は
日
中
国

交
を
願
い
、
学
生
友
好
団
と
し

」

纂 鋳

テニスでいい汗

いい湯にとっぷり味に集う

ＳｕＮＮＹＳＩＤＥＵＰ

ＴＥＬ（078）９０３－１０２４

畿濡!i扇ｉ
ＴＥＬ（078）９“-0551

ＨＹＯＥ

匿炉
北村忠敬校長先生。

ひょうたんの棚を制作中だったため作業着で

て
、
当
時
国
交
の
な
か
っ
た
中

国
へ
わ
た
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

小
さ
い
頃
か
ら
合
気
道
、
居
合

い
な
ど
を
習
い
、
合
気
道
創
始

者
・
植
芝
盛
平
さ
ん
の
姿
勢
に

影
響
を
受
け
た
。
合
気
道
は
素

手
で
相
手
を
押
さ
え
る
武
道
。

「
こ
れ
か
ら
は
戦
争
で
は
な
く

て
、
平
和
な
時
代
が
来
る
と
い

う
植
芝
先
生
の
言
葉
に
影
響
を

受
け
て
、
日
中
国
交
が
夢
だ
っ

た
」
。
東
京
で
ｎ
年
間
、
ホ
テ

ル
の
ボ
ー
イ
や
営
業
、
新
聞
屋

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
を
経
験

し
、
神
戸
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
、

高
校
時
代
の
友
人
の
「
先
生
に

む
い
て
い
る
」
と
の
助
言
で
、

訓
才
で
教
師
に
な
っ
た
。

一
方
、
有
馬
小
学
校
で
は
、

過
年
前
か
ら
環
境
局
の
指
導
で

ホ
タ
ル
の
幼
虫
・
カ
ワ
ニ
ナ
の

飼
育
と
放
流
を
行
な
っ
て
い
る
。

静寂さにつつまれた

くつろぎの宿

国際観光旅館

向陽間 陵楓閣

有馬一望･歴史の名湯

賜痛職識月光園
qEKKDB『

魁ﾘ鍵J髄
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町
内
の
中
心
と
な
る
有
馬
川
に

も
、
毎
年
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
っ

て
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

有
馬
小
学
校
の
校
庭
横
に
あ
る

山
か
ら
は
、
飲
む
こ
と
も
で
き

る
き
れ
い
な
水
が
湧
き
出
し
て

お
り
、
北
村
先
生
は
こ
の
水
を

校
庭
の
周
囲
に
流
し
、
カ
ワ
ー
ー

ナ
を
育
て
る
こ
と
を
考
え
た
。

水
車
小
屋
を
建
て
よ
う
と
も
考

え
た
。
そ
れ
か
ら
北
村
先
生
自

身
が
水
の
流
れ
や
水
車
小
屋
の

設
計
図
を
考
え
、
六
甲
山
か
ら

丸
太
を
運
び
、
す
べ
て
手
作
り

で
、
今
年
Ⅲ
月
の
完
成
に
向
け

て
現
在
建
設
中
だ
。

「
池
を
造
っ
て
、
小
屋
を
建

8５

TEL（078）904-3656(代）

有
馬
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
「
ゆ
か
た
レ
デ
ィ
」
募
集

有
馬
温
泉
観
光
協
会
青
年
部
で
は
、
有
馬
温
泉
で
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
活
躍
す
る
「
ゆ
か
た
レ
デ
ィ
」
を
募
集

し
て
い
る
。
対
象
は
、
ゆ
か
た
が
好
き
で
、
有
馬
温
泉
が
好
き
な
心
身
と
も
に
健
康
な
女
性
な
ら
ど
な
た
で

も
。
賞
金
は
、
第
１
位
（
１
名
）
が
Ⅲ
万
円
。
第
２
位
（
２
名
）
は
５
万
円
１

，
募
集
締
切
７
／
岨
（
土
）

書
類
選
考
を
通
過
し
た
方
は
、
８
／
２
（
土
）
に
有
馬
温
泉
で
行
な
わ
れ
る
「
ゅ
か
た
レ
デ
ィ
コ
ン
テ
ス
ト

に
出
場
し
、
結
果
発
表
。
く
わ
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
胃
冒
画
‐
８
，
９
．
８
日
）
で
。

野鳥と子供のためにビワ、イチジク、ナシなど児

童１人１本38種類の木を植える予定

て
て
、
完
成
し
た
ら
小
学
唱
歌

を
流
そ
う
か
と
も
考
え
て
い
る
。

こ
れ
は
み
ん
な
私
や
町
の
人
の

夢
な
ん
で
す
。
先
生
も
、
地
域

の
人
も
、
池
の
建
設
に
協
力
し

て
く
れ
た
三
ツ
星
ベ
ル
ト
さ
ん

や
企
業
の
方
々
も
、
み
ん
な
夢

に
対
し
て
協
力
し
て
く
れ
る
。

夢
の
前
に
は
何
ら
苦
労
も
な
い
。

子
供
た
ち
に
は
、
夢
や
希
望
を

い
つ
も
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。

お
祭
り
や
、
旅
行
や
、
何
で
も

い
い
か
ら
、
み
ん
な
が
目
を
輝

か
せ
て
取
り
組
む
よ
う
な
こ
と

を
し
た
ら
、
い
じ
め
な
ん
か
し

と
う
間
が
な
い
で
す
ね
。
だ
か

ら
私
は
あ
ま
り
こ
ま
ご
ま
と
は

TEL（078）９０k4-0731

鶴璽雲霧
Ｉ

神戸一輪車競技大会50ｍスプリントで優勝した
炭冠康光<ん

会雛セミナーからご家族づれまで

有馬ｸ儲ランドホラル
ＴＥＬ（078）904-0181

古家風

言
い
ま
せ
ん
ｃ
病
気
も
事
故
も

な
く
全
員
来
て
く
れ
た
ら
一
番

嬉
し
い
と
、
こ
れ
が
校
長
先
生

の
願
い
や
と
言
う
ん
で
す
」
。

学
校
で
は
、
月
に
一
度
、
有

馬
の
芸
妓
さ
ん
が
教
え
る
三
味

線
や
、
裏
千
家
の
茶
道
な
ど
の

教
室
を
行
な
っ
て
い
る
。
菊
を

栽
培
し
、
相
楽
園
の
菊
花
展
に

出
品
し
た
り
、
秋
に
は
町
民
も

参
加
す
る
文
化
祭
、
町
を
あ
げ

て
の
合
同
運
動
会
を
開
催
す
る

な
ど
、
小
学
校
の
児
童
た
ち
も
、

な
か
な
か
多
忙
な
日
々
を
送
っ

て
い
る
。

先生の後ろが建設中の水車小屋。実際米をひく。
れから茅を葺く予定

政府登録国際観光旅館

ＴＥＬ（078）９０k4戸0701

チェックイン13：00､ｱｳﾄ12:００

ゆっくりとお遇ごしいただけます。

雅ただようくつろぎの航

､や｡，鋒端逗
ＴＥＬ（078）904-0781

n本の伝統

数寄屋造りの鮒

北蝶

自然の恵みを

湯けむりに伝える

織飲山
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ぎ
こ
ち
な
く
、
と
き
に
は
不
様

だ
が
、
真
禦
に
身
を
処
し
て
き

た
、
愛
し
て
や
ま
な
い
時
の
集

積
が
あ
る
。

壊
れ
ゆ
く
と
き

普
通
の
市
民
二
十
二
人
の

『
私
が
愛
し
た
人
生
』
四
集
目

と
な
る
。
こ
こ
に
は
多
様
な
体

験
を
生
き
て
き
た
仲
間
た
ち
の
、

美
男
と
美
女
の
置
き
土
産

伊
勢
田
史
郎
編
著

駐
大
阪
大
使
級
総
領
事
・
王

泰
平
が
戦
後
の
中
日
関
係
を
振

り
返
り
、
歴
史
の
裏
舞
台
を
語

る
。
特
派
員
・
外
交
官
の
目
を

通
し
、
両
国
の
友
好
発
展
と
世

界
平
和
を
念
じ
執
筆
し
た
人
間

ド
ラ
マ
は
、
国
交
正
常
化
へ
の

道
の
り
を
証
言
す
る
。

8６

断
じ
て
『
育
毛
剤
を
使
用
す
る
』

こ
と
で
は
な
い
。
脱
毛
症
を
発

症
さ
せ
て
し
ま
っ
て
も
、
皮
下

組
織
が
健
康
で
あ
れ
ば
発
毛
・

育
毛
は
簡
単
に
達
成
で
き
る
。

髪
に
悩
む
す
べ
て
の
方
に
役
立

つ
本
。

大
河
奔
流

国

突出と鋸女の硬き士jmf

Ⅲ
剤
耶
血

さ
や
さ
や

神
戸
の

本
棚

伊輪、酋圧■｡

；
：
Ⅲ 王

泰
平

編集工房ノア
1800円十税

奈良日日新聞社
2500円(税込）

自
己
の
内
面
、
痛
々
し
い
傷

さ
え
も
見
据
え
、
街
い
の
な
い

言
葉
で
綴
る
詩
集
。
思
い
や
心

象
を
少
し
で
も
鮮
明
に
伝
え
る

言
葉
を
吟
味
し
用
い
よ
う
と
す

る
、
作
者
の
繊
細
で
鋭
敏
な
感

受
性
と
、
詩
作
に
対
す
る
誠
実

な
意
志
が
窺
わ
れ
る
。
自
身
も

パ
ニ
ッ
ク
障
害
な
ど
で
悩
み
や

苦
し
み
を
乗
り
越
え
て
き
た
著

者
か
ら
の
、
心
の
病
に
苦
し
ん

で
い
る
人
達
に
、
『
独
り
ぽ
っ

ち
じ
ゃ
な
い
』
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

文芸社
1000円十税

旬報社
1500円十税

手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門

谷
千
春
十
中
井
責
恵

☆
今
月
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た

本
を
抽
選
の
上
、
読
者
の
み
な

さ
ま
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
Ｐ
皿
プ
レ
ゼ

ン
ト
メ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

中央公論新社
2000円十税

日刊工業新聞社

1400円十税

大
人
に
な
ら
ず
に
成
熟
す

る
法
サ
ン
ト
リ
ー
不
易
流
行
研

究
所
編

若
者
の
髪
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因

の
ほ
と
ん
ど
が
、
シ
ャ
ン
プ
ー

剤
の
選
択
ミ
ス
や
、
必
要
も
な

い
の
に
育
毛
剤
を
使
用
し
続
け

た
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ヘ
ア
ケ
ア
本
来
の
目
的
は
、
も
っ

と
も
豊
か
で
美
し
い
髪
の
状
態

を
維
持
す
る
た
め
に
、
頭
皮
を

常
に
清
潔
に
保
つ
こ
と
で
あ
り
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
「
み
ん

な
の
手
話
」
の
講
師
で
あ
り
、

手
話
技
能
検
定
協
会
の
理
事
で

も
あ
る
谷
千
春
先
生
と
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
「
大
人
と
子

ど
も
の
た
め
の
読
み
聞
か
せ
の

会
」
し
て
い
る
中
井
貴
恵
さ
ん

が
、
手
話
の
基
本
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
い
た
る
ま
で
わ

か
り
や
す
く
ア
ド
バ
イ
ス
し
た

本
。
手
話
は
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
読
み
間
か
せ
（
手
話
朗
読
）

か
ら
社
員
研
修
や
接
客
サ
ー
ビ

ス
に
い
た
る
ま
で
様
々
な
形
で

重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
手
話
を

身
に
つ
け
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
は
じ
め
て
み
よ
う
。

発
毛
。
育
毛
の
新
常
識

東
田
雪
子

髪
の
毛
は
、
間
違
っ
た
ヘ
ア

ケ
ア
さ
え
し
な
け
れ
ば
決
し
て

な
く
な
る
こ
と
は
な
い
。
昨
今
、

過
去
の
踏
襲
や
欧
米
モ
デ
ル

で
は
な
い
成
熟
社
会
を
生
き
る

技
術
の
ヒ
ン
ト
集
。
混
迷
す
る

社
会
状
況
の
中
、
一
筋
の
明
る

い
光
が
感
じ
ら
れ
る
。
成
熟
し

た
社
会
を
幸
せ
に
生
き
る
こ
と

の
意
味
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
る
一
冊
。

吾
＃
地
ｇ
、
い
れ
ｕ
ハ
ゲ
展
な
り
雲
雀
か
‐

蕊
零
．
青
雲
の

増
濃
鱗灘:ｉｉｉ
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弓薪

守頭

,､|・
産

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
ア
ベ

ニ
ュ
ー
２
Ｆ
に
、
四
月
二
十
六
日
、
新

神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
の
あ
る
フ
ロ

ア
全
体
に
合
資
会
社
／
山
口
デ
ザ
イ
ン

ァ
ソ
シ
エ
イ
ッ
（
代
表
・
山
口
義
明
）

ﾏｨｾﾝ倶楽部

8７

必

Ｉ

■
坐

乃
Ｉ

と
株
式
会
社
福
岡
ド
ー
ム
の
企
画
設
計

デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
「
ギ
ル
ド
＆
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
ス
ク
ェ
ア
」
が
オ
ー
プ
ン
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
発
信
の
地
神
戸
ら
し

く
、
神
戸
発
の
伝
統
と
こ
だ
わ
り
を
持
っ

た
工
一
房
及
び
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
が
集
ま
る

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
シ
ョ
ッ
プ
は
新
鮮
だ
。

こ
の
一
画
に
、
神
戸
出
身
の
画
家
坂

上
博
章
氏
の
作
品
展
と
、
ヴ
ェ
ネ
ッ
イ

ァ
ン
ガ
ラ
ス
作
家
吉
田
秋
雄
氏
の
作
品

を
展
示
販
売
す
る
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｐ
Ｏ

Ｒ
Ｔ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
も
同
時
に
店
開
き
。

デ
ザ
イ
ン
に
た
ず
さ
わ
っ
た
山
口
義

明
氏
は
、
ウ
ェ
ザ
ー
リ
ポ
ー
ト
を
初
め
、

最
近
は
元
町
入
口
角
の
ジ
ャ
バ
ピ
ル
も

設
計
。
注
目
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
。

「
ギ
ル
ド
＆
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ス
ク
ェ

ア
」
に
は
、
西
洋
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｉ
や
、
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
レ
ザ
ー
グ
ッ

ズ
専
門
店
の
Ｃ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
と
か
、

マ
イ
セ
ン
倶
楽
部
な
ど
、
一
店
一
店
見

て
味
わ
い
の
あ
る
お
店
ば
か
り
。
新
し

い
神
戸
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン
の
出

現
。
劇
場
の
お
帰
り
に
ぜ
ひ
お
立
ち
寄

り
を
。

話題のひろば』

蕊』ｉｔ

』１．F,３

恨可

号鋲テ

１

品

☆
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ

テ
ル
ア
ベ
ニ
ュ
ー
２
Ｆ
に
ギ
ル

ド
＆
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ス
ク
ェ
ア

二Ｊ

侭。 言

1葛’
霊蕊

苫ｙ

ｉｌ
』H

盆r竺乏

｣二

尋

、､’

&ず

職

砂
塞

瞳
一
一
』
，

鱗Ｉミ
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亡
コ
で
の
岸
耳
。
①
串
の
ユ
の
一
ハ
○
す
の
閏
。
つ
い
そ
の
③

過
激
な
ほ
っ
こ
り
系
カ
フ
ェ

信
時
哲
郎

Ｓ
ｉ
ｌ
い
ん
、
紫
隠

8８

過
鍛
繍
騨
擁
そ
れ
が
こ
の
店
に
初
め
て
入
。

そ
ん
な
こ
と
を
書
く
と
、
キ
ン
グ
コ
ン
グ
が
壁
か
ら
顔

を
出
し
て
い
る
よ
う
な
カ
フ
ェ
を
思
い
浮
か
べ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
Ｓ
ｉ
ｌ
Ｏ
ｎ
の
過
激
さ
は
、
も
う
少
し
違
っ

た
も
の
だ
。

既
に
Ｓ
ｉ
ｌ
Ｏ
ｎ
を
知
っ
て
い
る
人
は
、
「
あ
の
ほ
っ

こ
り
系
カ
フ
ェ
の
、
ど
こ
が
過
激
な
ん
だ
」
と
思
う
か
も

し
れ
な
い
。
が
、
Ｓ
ｉ
ｌ
Ｏ
ｎ
の
過
激
さ
と
は
、
ま
さ
に

に
そ
こ
あ
る
。

ま
ず
は
そ
の
立
地
条
件
。
「
琴
ノ
緒
町
」
と
聞
い
て
、

は
っ
き
り
と
場
所
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
の
で
き
る
人
は

ど
れ
く
ら
い
い
る
だ
ろ
う
。
三
ノ
宮
駅
の
北
東
に
あ
た
る

部
分
。
Ｊ
Ｒ
三
ノ
宮
駅
か
ら
徒
歩
で
ほ
ん
の
一
分
ほ
ど
だ

が
、
こ
の
近
辺
は
カ
フ
ェ
不
毛
の
地
ど
こ
ろ
か
、
い
わ
ゆ

る
商
業
地
で
は
な
い
か
ら
、
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
け
れ
ば

足
を
運
ぶ
人
も
少
な
い
。

し
か
も
Ｓ
ｉ
‐
ｏ
ｎ
が
あ
る
の
は
阪
急
の
高
架
下
。
ほ
っ

こ
り
な
ど
む
に
は
、
電
車
の
轟
音
と
振
動
は
激
し
い
…
…

イ
ン
テ
リ
ア
も
高
架
下
特
有
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柱
が
剥

き
出
し
で
、
表
面
に
白
い
ペ
ン
キ
を
塗
っ
た
だ
け
。
そ
し

て
照
明
は
蛍
光
灯
。

~､１１

：畷
＝~

吊
鼎
。
Ⅱ
Ⅱ
・
仏

神
戸
市
中
央
区
琴
ノ
緒
町
四
’
一
’
三
八
七

Ⅲ
０
７
８
（
２
５
１
）
１
５
４
５

営
業
時
間
営
業
時
間
ｕ
碑
帥
～
躯
恥
別

定
休
日
日
曜

‘‘調‘
D■●9＝●

や．二！

岡'lｉ

謬
一

i‐謙
一‘、善 劉峰

.､鵠謬
l堀
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雲雲

い
る
の
で
あ
る
。
い
や
、
も
う
一
つ
。
店
長
の
村
上
陽
子

さ
ん
（
肥
）
の
笑
顔
も
、
Ｓ
ｉ
ｌ
Ｏ
ｎ
の
過
激
さ
を
見
え

に
く
く
す
る
武
器
だ
ろ
う
。

村
上
さ
ん
が
飲
食
業
に
携
わ
る
の
は
、
実
は
初
め
て
。

カ
フ
ェ
を
開
か
な
い
か
と
知
人
に
薦
め
ら
れ
た
の
が
昨
年

の
十
一
月
。
年
末
ま
で
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
を
勤
め
、
今

年
の
二
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
だ
と
い
う
か
ら
、
驚

く
ほ
ど
の
「
早
業
」
で
あ
る
。
も
し
か
し
た
ら
業
界
の
常

識
が
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
故
の
大
胆
さ
、
過
激
さ
で
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
に
か
く
稀
代
の
ア
イ
デ
ィ
ア
・

ウ
ー
マ
ン
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
間
違
い
な
い
。

「
カ
フ
ェ
・
ブ
ー
ム
は
も
う
、
一
段
落
つ
い
た
と
思
っ

て
ま
す
し
、
不
況
と
い
う
の
も
身
に
し
み
て
感
じ
て
い
ま

す
。
で
も
、
ど
う
せ
食
べ
る
ん
な
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
ゃ
れ

た
場
所
で
、
暖
か
く
迎
え
て
も
ら
っ
て
食
べ
た
い
と
い
う

気
持
ち
は
、
い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
」

た
し
か
に
村
上
さ
ん
は
、
飲
食
業
こ
そ
初
め
て
だ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
が
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
携
わ
る
う
ち
に
、
カ

フ
ェ
の
本
質
的
な
も
の
を
既
に
掴
ん
で
い
た
よ
う
だ
。

最
近
、
女
性
の
リ
ピ
ー
タ
ー
客
が
増
え
て
き
て
い
る
と

い
う
Ｓ
ｉ
ｌ
Ｏ
ｎ
だ
が
、
場
所
柄
な
の
か
、
専
門
学
校
の

学
生
や
近
辺
で
工
事
を
し
て
い
る
人
た
ち
も
、
よ
く
昼
食

を
取
り
に
来
る
と
い
う
。
夜
に
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
出
し
て

い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
客
も
多
い
ら
し

い
。
立
地
や
イ
ン
テ
リ
ア
が
過
激
だ
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
普
通
な
ら
三
階
建
て
に
し
て
も
い
い
く
ら
い

に
天
井
が
高
い
の
に
、
ロ
フ
ト
席
を
設
け
た
だ
け
。
奥
行

も
、
か
な
り
深
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
座
席
数
は
わ
ず
か

に
二
十
六
。
フ
ロ
ア
や
家
具
に
は
木
を
用
い
、
ソ
フ
ァ
席

も
あ
る
。
つ
ま
り
Ｓ
ｉ
ｌ
Ｏ
ｎ
は
、
こ
う
し
た
ソ
フ
ト
戦

略
で
、
「
一
○
○
％
の
ほ
っ
こ
り
系
カ
フ
ェ
」
に
な
っ
て

8９

も
し
か
し
た
ら
Ｓ
ｉ
ｌ
Ｏ
ｎ
は
、
一
段
落
し
た
カ
フ
ェ
・

ブ
ー
ム
の
次
の
形
態
の
〈
カ
フ
ェ
〉
に
向
か
っ
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

ガ
ト
ー
シ
ョ
コ
ラ
５
０
０
円

オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
フ
ェ
６
０
０
円

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
５
０
０
円

日
替
り
ほ
っ
こ
り
ｌ
ｕ
ｎ
ｃ
ｈ
７
５
０
円

カ
レ
ー
ｌ
ｕ
ｎ
ｃ
ｈ
８
０
０
円

コ
ー
ヒ
ー
４
０
０
円
５
０
０
円
（
ア
イ
ス
）

カ
フ
ェ
シ
ョ
コ
ラ
ー
ト
６
０
０
円

鶴
、－〆

易〆
～

▼ロフト席からゆったりした客席を
見おろす

蝋鋤

▲高架下に突然現れるカフェ

詞

ii謹
一

の
ぶ
と
き
て
つ
ろ
う

澗
年
神
奈
川
県
横
浜
市
生
ま
れ
。
神
戸
山
手
大
学
人
文
学
部
環
境

文
化
学
科
で
宮
沢
賢
治
や
都
市
と
文
学
に
つ
い
て
教
え
て
い
る
。
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ビ
ー
ル
好
き
な
ら
飲
み
た
い

樽
生
地
ビ
ー
ル

「
神
戸
ビ
ア
ス
ト
リ
ー
ト
」

日
本
で
ま
ず
ビ
ー
ル
、
と
言

う
と
ゴ
ク
ゴ
ク
飲
ん
で
プ
ハ
ー
、

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、

本
場
・
ベ
ル
ギ
ー
で
は
ビ
ー
ル

は
味
わ
っ
て
飲
む
も
の
。
各
地

の
地
ビ
ー
ル
や
修
道
院
で
作
ら

れ
た
ビ
ー
ル
な
ど
が
あ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
味
が
ま
っ
た
く
ち

が
い
、
楽
し
め
る
。

昨
年
ｎ
月
に
鯉
川
筋
に
オ
ー

プ
ン
し
た
冠
神
戸
ピ
ア
ス
ト
リ
ー

9０

さまざまな種類の地ビールが樽出しで飲める

シ
ェ
フ
の
願
生
発
さ
ん
は
、

家
が
中
国
料
理
店
を
営
ん
で
い

た
た
め
、
家
の
台
所
が
す
な
わ

ち
厨
房
だ
っ
た
と
か
。
春
日
野

道
の
家
庭
的
な
店
で
、
一
流
中

国
料
理
が
食
べ
ら
れ
る
と
評
判

の
店
。
常
連
客
に
は
レ
ス
ト
ラ

ン
の
シ
ェ
フ
や
い
わ
ゆ
る
食
通

の
み
な
さ
ん
な
ど
、
口
の
肥
え

た
人
が
多
い
。
こ
れ
が
食
べ
た

い
、
あ
ん
な
も
の
が
食
べ
た
い

と
い
う
お
客
さ
ん
の
要
望
を
取

り
入
れ
、
「
お
客
さ
ん
と
ぼ
く

ら
が
一
緒
に
成
長
し
て
き
た
店
」

食
材
に
こ
だ
わ
れ
ば

毎
日
日
替
り
は
当
た
り
前

中
国
料
理
「
椿
苑
」

演零進塁 J色

阪
急
春
日
野
道
訳
を
北
へ
。
椿
の

花
の
絵
が
目
じ
る
し

甲

~一ｉ

農

び
っ
と
・
い
ん

ハ

顧生発さんと奥さまとふたりでお店を
きりもりしている

．
》

と
い
う
Ｃ

こ
だ
わ
る
の
は
や
は
り
食
材
。

エ
ビ
で
も
ア
ワ
ビ
で
も
日
本
の

産
地
か
ら
い
い
も
の
を
仕
入
れ

る
。
「
野
菜
は
、
日
本
の
農
家

は
研
究
熱
心
だ
し
、
日
本
の
野

菜
が
世
界
一
じ
ゃ
な
い
か
な
。

ど
ん
な
も
の
で
も
中
華
に
合
う

か
ら
ぼ
く
も
楽
し
い
」
と
願
さ

ん
。
食
材
は
毎
日
仕
入
れ
る
の

で
、
メ
ニ
ュ
ー
は
当
然
の
こ
と

な
が
ら
日
替
り
。
い
い
も
の
ば

か
り
を
使
う
の
で
、
値
段
も
格

安
と
は
い
か
な
い
。
で
も
例
え

ば
千
円
の
チ
ャ
ー
ハ
ン
で
も
、

新
鮮
な
サ
ク
ラ
エ
ビ
や
野
菜
を

た
っ
ぷ
り
使
っ
た
そ
れ
な
り
の

千
円
な
の
だ
。
「
値
段
が
値
段

だ
し
、
失
敗
は
許
さ
れ
な
い
か

ら
、
ふ
だ
ん
か
ら
体
調
を
整
え

て
い
る
。
お
金
い
た
だ
い
て
い

る
ん
だ
か
ら
、
お
客
さ
ん
が
納

得
す
る
も
の
を
、
素
直
な
気
持

ち
で
や
っ
て
る
だ
け
」
と
願
さ

ん
は
話
す
。
フ
カ
ヒ
レ
の
刺
身

風
ね
ぎ
風
味
（
５
千
円
）
、
ね

ぎ
と
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
と
く
ら
げ

の
涼
排
麺
（
１
５
０
０
円
）
、

基
本
ス
ー
プ
か
ら
ち
が
う
汁
そ

ば
（
１
０
０
０
円
）
な
ど
一
品

鯉川筋に面した看板
を目当てに

水１１盃べ神回
畷・・０ル戸椿
休３０７メ市苑
１８ゾ中
１４１ン央
・・２旗区
３０７塚旗
／２１塚
１７１Ｆ通
・・０３

００８

１１１
２１１
･q ｌ８
３０

ト
」
オ
ー
ナ
ー
の
山
口
啓
介
さ

ん
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
パ
ブ
で
飲

ん
だ
ビ
タ
ー
エ
ー
ル
の
味
に
ひ

か
れ
た
。
そ
の
後
、
東
灘
に
あ

る
手
作
り
ビ
ー
ル
の
材
料
販
売

店
・
ビ
ア
ク
ラ
ブ
オ
ブ
ジ
ャ
パ

ン
の
社
長
と
出
会
い
、
手
作
り

ビ
ー
ル
の
大
国
・
ア
メ
リ
カ
に

出
か
け
、
ロ
ー
カ
ル
ビ
ー
ル

（
地
ビ
ー
ル
）
の
と
り
こ
に
。

店
で
は
、
ピ
ア
ク
ラ
ブ
オ
ブ
ジ
ャ

パ
ン
が
地
ビ
ー
ル
を
作
っ
て
い

る
「
ビ
ア
ク
ラ
ブ
エ
一
房
」
で
作

ら
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
タ
イ
ル

の
ビ
ー
ル
が
飲
め
る
。
ビ
ー
ル

通
が
や
っ
て
来
る
店
だ
。

ロ
ン
ド
ン
の
パ
ブ
で
飲
ま
れ

て
い
る
ペ
ー
ル
エ
ー
ル
（
レ
ギ
ュ

ラ
ー
６
８
０
円
・
ス
モ
ー
ル
４

８
０
円
）
。
４
０
０
年
前
か
ら

ベ
ル
ギ
ー
に
あ
る
ス
タ
イ
ル
で
、

オ
レ
ン
ジ
ピ
ー
ル
の
さ
わ
や
か

な
香
り
と
コ
ク
が
あ
る
ヒ
ュ
ー

も
の
も
あ
る
が
、
お
ま
か
せ
の

コ
ー
ス
料
理
が
食
べ
得
。
ラ
ン

チ
コ
ー
ス
は
３
０
０
０
円
～
、

デ
ィ
ナ
ー
は
料
理
の
み
で
６
０

０
０
円
～
で
、
小
さ
な
お
店
で

シ
ェ
フ
一
人
の
た
め
、
デ
ィ
ナ
ー

は
予
約
が
必
要
。

圭司＝響a嘩f童璽２需堀竜弔且革ｒ軍守予盟.

鍵 蕊壁
Ｊｈ
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☆
ラ
ン
チ
は
日
替
り
（
９
５
０

円
）
。
コ
ー
ヒ
ー
３
７
０
円
。

ワ
イ
ン
も
お
す
す
め
で
、
ポ
ル

ド
ー
ワ
イ
ン
な
ど
多
数
そ
ろ
う
。

■
Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ｇ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｏ

神
戸
市
誰
区
曽
和
町
３
１
１
１
循

六
甲
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ッ
ー
階

蛮
０
７
８
１
８
４
３
１
５
１
５
５

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
抑
小
釦
～
柁
必
叩

バ
ー
タ
イ
ム
把
弛
帥
～
迦
酌
叩

（
日
曜
・
祝
日
は
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
の
み
）

火
曜
休

■
神
戸
ピ
ァ
ス
ト
リ
ｉ
卜

神
戸
市
口
央
区
下
山
手
通
３
１
胴
Ｉ
畑

蛮
０
７
８
１
３
３
２
１
６
０
２
０

Ⅲ
舶
釦
（
ラ
ン
チ
）
～
羽
抑
叩

第
２
．
４
日
曜
休

（
イ
ベ
ン
ト
時
は
営
業
）

ガ
ル
テ
ン
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
ル

（
Ｒ
６
８
０
円
。
Ｓ
４
８
０
円
）
。

瓶
ビ
ー
ル
で
は
ベ
ル
ギ
ー
エ
ー

ル
「
禁
断
の
果
実
」
（
８
０
０

円
）
、
ピ
ー
チ
味
の
「
テ
ィ
マ

マ
ン
ピ
ー
チ
」
（
９
０
０
円
）

な
ど
。
フ
ー
ド
メ
ニ
ュ
ー
は
ビ
ー

ル
に
合
わ
せ
た
手
作
り
。
牛
バ

ラ
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
地
ビ
ー
ル
で

煮
込
ん
だ
牛
肉
の
カ
ル
ポ
ナ
ー

ド
（
１
２
０
０
円
）
、
ス
モ
ー

ク
ベ
ー
コ
ン
（
１
０
０
０
円
）
、

お
好
み
焼
（
６
５
０
円
～
）
も

人
気
。お
昼
の
ラ
ン
チ
セ
ッ
ト
は
肉

だ
ん
ご
、
焼
き
魚
な
ど
庶
民
的

で
６
０
０
円
～
。

や
わ
ら
か
い
ジ
ャ
ズ
の
音
色

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ

「
２
Ｎ
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
」

明
る
い
女
性
オ
ー
ナ
ー
が

オ
ア
シ
ス
的
な
カ
フ
ェ

レ
ガ
ー
ス

「
Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ｇ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
」

カ
ウ
ン
タ
ー
ご
し
の
岩
崎
さ
ん

（
左
）
と
の
お
し
ゃ
べ
り
も
楽
し
い

阪
急
六
甲
駅
を
北
へ
。
六
甲

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
十
字
架
を

目
印
に
、
ひ
と
筋
南
の
住
宅
街

に
こ
の
カ
フ
ェ
・
レ
ス
ト
ラ
ン

が
あ
る
。

と
に
か
く
オ
ー
ナ
ー
の
岩
崎

睦
代
さ
ん
が
楽
し
い
。
開
店
し

て
約
８
年
間
、
午
前
Ⅲ
時
よ
り

午
後
、
時
ま
で
の
四
時
間
、
独

り
で
何
十
種
類
の
メ
ニ
ュ
ー
を

バ
ン
バ
ン
こ
な
し
て
い
る
。
日

曜
日
、
教
会
帰
り
の
お
客
さ
ん

に
大
人
気
な
の
が
ラ
ン
チ
、
常

連
さ
ん
で
満
席
と
な
る
。

お
客
さ
ん
の
波
が
ひ
く
と
、

彼
女
の
ち
が
っ
た
一
面
の
貴
重

な
時
間
。
そ
れ
は
女
性
と
し
て

は
数
少
な
い
、
バ
ン
ド
ネ
オ
ン

奏
者
と
し
て
の
練
習
時
間
帯
と

な
る
の
だ
。
神
戸
の
タ
ン
ゴ
フ
ァ

ン
の
お
じ
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
、

睦
っ
ち
ゃ
ん
は
ア
イ
ド
ル
的
な

存
在
な
の
で
す
！
彼
女
の
持
ち

味
で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
さ

と
明
る
さ
は
、
周
囲
を
温
か
く

し
て
く
れ
る
。

閑
静
な
住
宅
街
の
環
境
の
良

さ
と
、
聴
こ
え
て
く
る
バ
ン
ド

ネ
オ
ン
の
響
き
は
、
は
ん
雑
な

現
代
社
会
に
は
、
オ
ア
シ
ス
の

風
の
音
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る

の
で
は
。
近
く
に
来
ら
れ
た
ら
、

ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
ほ
し
い
お
店

で
す
。
八
文
責
／
大
崎
泰
三
Ｖ

オ
ー
ナ
ー
・
佐
藤
ひ
ろ
み
さ
ん
の

雰
囲
気
が
店
に
現
わ
れ
て
い
る

店先には花や緑が
あふれている

Ｊ
Ｒ
六
甲
道
駅
に
近
い
ビ
ル

の
２
階
。
こ
の
店
は
、
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
し
た
こ
と
が
な
い
の
に
、

ジ
ャ
ズ
フ
ァ
ン
の
間
で
は
深
く

静
か
に
浸
透
し
て
い
る
。

専
門
誌
に
も
紹
介
さ
れ
た
、
Ｍ

Ｅ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
。
Ｓ
別
の
円
筒

型
ス
ピ
ー
カ
ー
シ
ス
テ
ム
は
、

生
演
奏
を
聴
く
よ
う
な
自
然
な

再
生
音
、
臨
場
感
を
味
わ
っ
て
、

お
客
さ
ん
は
満
足
し
て
い
る
よ

う
だ
。
壁
に
か
か
っ
て
い
る

「
上
田
素
由
」
の
絵
に
も
オ
ー

ナ
ー
の
趣
味
の
一
端
を
感
じ
る
。

こ
の
お
店
は
、
グ
ル
ー
プ
よ
り

ひ
と
り
で
、
ジ
ャ
ズ
の
リ
ズ
ム

に
身
を
ゆ
だ
ね
、
時
に
は
オ
ー

ナ
ー
と
の
会
話
を
楽
し
み
に
訪

９

落ち着いた店先

Ｅ
２
Ｎ
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｎ

Ｊ
Ｒ
六
甲
道
駅
北
西
徒
歩
３
分

古
泉
ピ
ル
２
階
（
ロ
ー
ソ
ン
の
上
）

盆
０
７
８
‐
８
４
３
１
５
５
４
０

杷
酌
伽
～
銅
距
伽

火
曜
・
第
３
月
曜
休

れ
る
人
が
多
い
の
で
は
。
そ
れ

に
は
理
由
が
あ
る
。

オ
ー
ナ
ー
の
佐
藤
ひ
ろ
み
さ

ん
は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
だ
っ
た
父

上
（
東
京
商
船
大
１
０
２
期
）

の
影
響
で
、
海
・
船
・
南
米
に

強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
そ

の
こ
ろ
は
珍
し
か
っ
た
女
性
船

員
と
し
て
客
船
に
乗
り
組
み
、

南
米
の
美
し
い
港
町
を
訪
れ
、

海
、
船
、
そ
し
て
父
上
へ
の
長

年
の
想
い
を
果
た
し
た
。
次
に

挑
戦
し
た
の
が
ホ
テ
ル
へ
の
入

社
。
主
に
宿
泊
部
門
を
経
験
、

ホ
テ
ル
業
の
真
髄
を
知
り
、
人

間
関
係
の
光
と
影
を
存
分
に
体

験
す
る
。
約
２
年
前
に
、
こ
の

ジ
ャ
ズ
カ
フ
ェ
を
開
店
し
た
。

誰
に
も
邪
魔
を
さ
れ
ず
に
、

ひ
と
り
で
グ
ラ
ス
を
傾
け
る
の

も
良
し
、
訓
誹
も
香
り
で
一
日

の
疲
れ
を
癒
す
の
も
良
し
。
や

わ
ら
か
い
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
の
音
色
が

全
身
を
包
み
込
ん
で
く
れ
る
こ

と
う
け
あ
い
で
す
。
と
き
に
は

マ
マ
と
の
会
話
も
期
待
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
一
度

訪
れ
て
ほ
し
い
お
店
で
す
。

八
文
責
／
大
崎
泰
三
Ｖ

１
１
叫
冒
■

■
■
■
■
四
画
Ⅷ
山
Ⅲ
■
『
■
■
Ｉ
口
上勘
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田中峰彦（シタール）

２

恒
例
一
コ
ウ
ベ
★
ロ
ッ
ク
デ

イ
」
今
年
は
６
月
６
日
ロ
ッ
ク

ン
ロ
ー
ル
の
日
に
開
催
。
５
日

は
前
夜
祭
と
し
て
、
京
阪
神
で

活
躍
し
て
い
る
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ

バ
ン
ド
や
、
ロ
ッ
ク
デ
イ
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
天
野
Ｓ

Ｈ
Ｏ
率
い
る
バ
ン
ド
・
Ａ
Ｒ
Ｉ

Ｚ
Ｏ
Ｎ
Ａ
が
出
演
。
６
日
当
日

は
、
ロ
メ
ル
・
ア
マ
ー
ド
＆
Ｒ

Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｏ
Ｇ
Ｓ
、
桑
名
晴
子
、

Ｋ
Ａ
Ｊ
Ａ
な
ど
今
年
も
強
力
な

ユ
ニ
ッ
ト
が
登
場
す
る
。

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
☆
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ

Ｄ
Ａ
Ｙ
Ⅵ

６
／
５
（
木
）
旧
時
～

前
売
２
５
０
０
円
（
当
日
３
０
０
０
円
）

６
／
６
（
金
）
灼
時
～

前
売
３
５
０
０
円
（
当
日
４
０
０
０
円
）

チ
キ
ン
ジ
ョ
ー
ジ

公
０
７
８
‐
３
９
２
１
０
１
４
６

弔言

Ⅲ
Ｕ
Ｓ
ｌ
Ｃ

イベント

スケジュール

2003厘０６－０７

天野ＳＨＯ
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キ
タ
ノ
サ
ー
カ
ス
が
主
催
す

る
、
小
さ
な
世
界
劇
場
「
カ
ト

リ
ー
ヌ
劇
場
」
。
第
４
回
め
は

「
心
を
彩
る
響
き
」
と
題
し
、

シ
タ
ー
ル
と
タ
プ
ラ
の
古
典
音

楽
演
奏
〈
電
イ
ン
ド
・
カ
ル
カ
ッ

タ
で
シ
タ
ー
ル
を
学
ん
だ
田
中

峰
彦
さ
ん
と
、
タ
ブ
ラ
奏
者
・

田
中
り
こ
さ
ん
が
、
自
然
の
流

れ
に
ま
か
せ
て
即
興
的
に
美
し

い
調
べ
を
奏
で
る
。

ゆ
う
き
じ
ゆ
ん

ア
ト
リ
エ
シ
ャ
ン
ソ
ン
・
ラ

イ
ブ
＆
一
人
芝
居

６
／
６
（
金
）
鱒
時
～

６
／
７
（
土
）
脚
時
釦
分
～
／
柏
時
釦

分
～
２
５
０
０
円

劇
団
お
も
ち
ゃ
箱
ス
タ
ジ
オ
（
Ｊ
Ｒ
住

吉
駅
よ
り
南
東
に
徒
歩
１
分
）

盃
０
７
８
１
８
２
１
１
４
３
５
５

歌
手
で
あ
り
、
女
優
で
あ
る

ゅ
う
き
じ
ゆ
ん
が
、
一
人
芝
居

に
初
挑
戦
。
独
自
の
演
出
で
三

島
由
起
夫
の
『
近
代
能
学
集
』

と
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
組
み
合
わ
せ
、

キ
タ
ノ
サ
ー
カ
ス

「
カ
ト
リ
ー
ヌ
劇
場
」

イ
ン
ド
古
典
音
楽

６
／
５
（
木
）
相
時
釦
分
～

前
売
３
５
０
０
円
（
当
日
４
０
０
０
円
）

キ
タ
ノ
サ
ー
カ
ス
（
異
人
館
通
）

臼
０
７
８
１
２
２
１
１
９
２
９
４

崖L電Ｉ

新
し
い
「
ゆ
う
き
ワ
ー
ル
ド
」

を
打
ち
立
て
る
。
会
場
は
劇
団

の
け
い
こ
場
（
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
ｌ

Ｔ
Ｏ
Ｙ
ｌ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
）
、
目
の
前

で
展
開
す
る
芝
居
と
、
生
の
歌

声
に
触
れ
ら
れ
る
の
も
魅
力
。

神
戸
フ
ロ
イ
デ
合
唱
団

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

７
／
３
（
木
）
旧
時
開
演

Ａ
席
４
９
０
０
円
（
座
席
指
定
）

Ｂ
席
４
５
０
０
円
（
当
日
座
席
交
換
）

神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル

神
戸
フ
ロ
イ
デ
合
唱
団

盃
０
７
８
１
３
９
１
１
２
６
１
３

歌
う
こ
と
が
好
き
な
人
々
が

集
ま
る
フ
ロ
イ
デ
合
唱
団
。
サ

マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の
ミ
サ
”
曲
ハ
短
調
Ｋ
卿
を

公
演
。
指
揮
・
亀
井
正
比
古
、

演
奏
・
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団
。
同
合
唱
団
で
は
、

岨
月
の
「
第
九
」
公
演
に
向
け

て
団
員
を
募
集
し
て
い
る
。

※
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り

ウ
ィ
ー
ン
・
バ
レ
エ
ア
カ
デ

ミ
ー
初
来
日
公
演

７
／
刊
（
金
）
灼
時
開
演

Ｓ
席
３
５
０
０
円
Ａ
席
３
０
０
０
円

Ｂ
席
１
５
０
０
円
（
前
売
・
当
日
と
も
）

神
戸
国
際
会
館
こ
ぐ
さ
い
ホ
ー
ル

神
戸
国
際
会
館
Ｐ
Ｇ

盃
０
７
８
１
２
３
０
１
３
３
０
０

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
Ｃ
Ｏ

盃
０
７
８
１
３
３
３
１
３
３
９
９

音
楽
の
都
、
ワ
ル
ツ
の
都
、

ダ
ン
ス
の
都
…
美
し
き
ウ
ィ
ー

ン
か
ら
若
き
ダ
ン
サ
ー
た
ち
が

来
日
。
第
１
部
で
は
、
「
海
と

鴬；

Ａ
Ｒ
Ｔ

１
１

ゆうきじゆん

芸術の都ウィーンから初来日

L

ザ
』

背
謹
竺
等
の
作
品
の
有
名
な
パ
・

ド
・
ド
ゥ
、
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
な

ど
の
バ
レ
エ
・
コ
ン
サ
ー
ト
。

第
２
部
は
ウ
ィ
ー
ン
版
「
パ
キ
ー

タ
」
。
兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ

ン
タ
ー
（
仮
称
）
開
館
に
向
け

た
ソ
フ
ト
先
行
事
業
。
ひ
ょ
う

ご
イ
ン
ビ
テ
ー
シ
ョ
ナ
ル
公
演
。

。
ｍ
ロ
ア
ヵ
ゴ
討
一
『
呂
易

「
ア
ー
ト
の
お
買
い
物
」

６
／
７
（
土
）
８
（
日
）

Ⅱ
時
～
別
時
（
入
場
は
～
旧
時
）

Ｃ
Ａ
Ｐ
・
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
（
旧
神
戸
移
住

セ
ン
タ
ー
）

参
加
費
無
料

見
る
だ
け
の
ア
ー
ト
か
ら

「
買
う
ア
ー
ト
」
。
助
有
す
る
ア
ー

ト
」
へ
。
Ｃ
Ａ
Ｐ
・
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ

Ｅ
の
恒
例
行
事
。
オ
ー
プ
ン
ス

タ
ジ
オ
、
今
年
は
「
ア
ー
ト
の

お
買
い
物
」
を
テ
ー
マ
に
、
約

加
入
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
参

加
。
見
る
側
の
私
た
ち
は
、
気

に
入
っ
た
作
品
を
見
つ
け
た
ら
、

そ
の
期
間
中
有
効
の
八
Ｃ
Ａ
Ｐ

マ
ネ
ー
Ｖ
で
作
品
を
買
う
こ
と

が
で
き
る
。
作
品
価
格
は
１
Ｃ

Ａ
Ｐ
（
Ⅱ
１
０
０
円
）
か
ら
。

お
こ
づ
か
い
を
持
っ
て
、
ア
ー

ト
を
買
い
に
出
か
け
よ
う
。

ヨ哲

tざ
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愛
読
者
チ
ケ
ッ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

★
神
戸
フ
ロ
イ
ー
テ
合
唱
団

７
／
３
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
ペ
ア
５
組

葵
沓
侭
鳳
場
７
月
例
会
「
メ
ル
シ
ィ
！

人
生
」
（
７
／
杷
・
旧
）
ペ
ア
３
組

★
映
画
館
招
待
券

●
パ
ル
シ
ネ
マ
し
ん
こ
う
え
ん
（
湊
川

公
園
）
２
名

６
／
５
～
蝿
「
ク
ラ
イ
ン
グ
・
ゲ
ー
ム
」

「
デ
ィ
ナ
ー
ラ
ッ
シ
ュ
」
▽
６
／
魁
～

鰯
「
ま
ぼ
ろ
し
」
「
ア
イ
リ
ス
」
▽
レ

ス
リ
ー
追
想
６
／
肥
～
羽
「
さ
ら
ば
わ

が
愛
／
覇
王
別
姫
」
「
欲
望
の
翼
」
▽

６
／
釦
～
７
／
３
「
君
さ
え
い
れ
ば
／

金
枝
玉
葉
」
「
さ
ら
ば
わ
が
愛
」
▽
７

／
４
～
巧
「
パ
テ
ィ
ニ
ョ
ー
ル
お
じ
さ

と
「
ダ
ー
ク
・
ブ
ル
ー
」

●
ペ
レ
ー
ネ
シ
ネ
マ
（
西
区
）
ペ
ア
５

組上
映
中
～
６
／
過
「
あ
ず
み
」
▽
６
／

ｕ
～
７
／
４
「
た
ぞ
が
れ
清
兵
術
」
▽

７
／
４
～
『
パ
ト
ル
ロ
ワ
イ
ア
ル
２
」

▽
７
／
蝿
～
「
劇
場
版
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン

ス
タ
ー
」

●
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
（
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
）

２
名
６
／
７
～
「
ザ
・
コ
ア
」
▽
６
／
上
旬

～
「
メ
ラ
ー
ー
ー
は
行
く
」
▽
６
／
皿
～

「
ス
パ
イ
・
ゾ
ル
ゲ
」
▽
６
／
中
旬
～

「
ミ
ニ
ミ
ニ
大
作
戦
」
▽
７
／
岨
～

「
タ
ー
ミ
ネ
ー
タ
ー
３
」
▽
７
／
卿
～

「
劇
場
版
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
」
▽

７
／
岨
～
「
踊
る
大
捜
査
線
」

●
西
灘
劇
場
（
灘
区
水
道
筋
）
ペ
ア
５

組上
映
中
～
６
／
喝
「
バ
テ
ィ
ニ
ョ
ー
ル

お
じ
さ
ん
」
「
西
洋
鏡
・
映
画
の
夜
明

ど
▽
６
／
理
～
”
ズ
ル
ー
ー
ー
の
ち
ょ
っ

と
し
た
心
配
事
」
他
１
本
▽
６
／
犯
～

７
／
ｕ
「
小
さ
な
中
国
の
お
針
子
」
他

１
本

※
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
①
希
望
す

る
チ
ケ
ッ
ト
（
劇
場
名
）
②
住
所
・
氏

名
③
電
話
番
号
④
今
月
号
の
感
想
を
書

い
て
〒
６
５
０
１
０
０
１
１
神
戸
市

中
央
区
下
山
手
通
２
１
個
１
３
建
創
ピ

ル
４
階
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
７
８
１
３
３
１
１

２
７
９
５
）
「
月
刊
神
戸
っ
子
チ
ケ
ッ

ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係
ま
で
お
送
り
下
さ

9３

③ライブハウス・スケジュール

回チキジジョージ
TEL,078-392-0146

６（金）KOBE☆ROCKDAYVI
７(土）松永明子
８（日）Nuovolmmigrato
９（月）アコースティックストリー
トVol‘11

10（火）ＤｅｅｐＤｒｉｐＶｏ1.3
13（金）１４(±）１５（日）
エレファントカシマシＢＡ
ＴｒＬＥｌＮＫＯＢＥ

鋤8（水）有山じゅんじ＆内田勘太
郎

21(土）シェリル･ペンティーン
22（日）アサイラムストリートス
バンカーズ

23（月）SoundSchedule
29（日）オリジナル･ラヴ

.ＬＥｌＮＫＯＢＥ
山じゅんじ＆内田勘太

オリジナル･ラヴ

画ピアジュリァン
TELO78-391-8081

６（金）７(±）８（日）
開店６周年記念
卜田原祥一郎
康子(p）

棚驚鑑豊繍久江里
子(p）

刊（水）ゆうきじゆん

;翻畠購鼎騨勢
（p）

14(土）左納実子(チェロ)山内尚
子(p）

鯛i構溺W山内尚子
（p）

17(火)JAZZNIG-I.;・原田紀
子(vo)他

18（水）

19（木）
20（金）

21(±）
22（日）
23（月）
24（火）

25（水）

26（木）

27（金）
28(土）

大島弥州夫(オーボエ)辻
香織(マリンバ)藤渓優子
(p）
梶栗真紀(v､）
福野桂子(ﾁｪﾛ)鈴木華
重子(p）
奥野香織(p）
辻本恵子(p）
武田有賀(p）
本吉優子(v､)田中靖子
(p）
藤渓優子企画ヘッケル
カルテット
高橋乗子(チェロ)近藤美

喜豊穂Ｉｐ）
木村奈美(fl)鈴木華重子

子(チェロ鈴木華

優子(v､)田中靖子

企画ヘッケル

橋乗子(チェロ)近藤美

（p）
29（日）佐藤和宏(Ｃｌ）
30（月）小笠､原薫(vn)山内尚子
（p）

目HQlMs
TELO78-251-5147

12（木）ウェストウィンズバンド
13（金）上田成子ﾄﾘｵ

'4(±)鵬製靴)灘享
（f）

19（木）山口エミ〈vo>他
20（金）宮本容子ﾄﾘｵ
21〔±）ＥｖｅRobin(尺八>BoyIe
Davidt(b)RonMason(9)
松井道朗(｡)小出恭正(b）
林幸(vo）

26（木）松浦尚子(p)北井義憲(b）
富士正太朗(d）

27（金）長井美恵子(p)坂崎拓也
（b)松田Gori広士(｡）

)北井義憲(b）

28(土〉河野美紀(vo)高橋麗奈
（p)中林薫平(b)田中宏昭
(d）

回寓屋宗兵衛
TELO78-332-1963

１（日）井上祐一
４（水）Capybara(JAZZ）
６（金）FiveSounds
７(±）中村剛司(v○・p>音村幸
伸(b）

12（木）MikiHiroseBand<ＪＡＺ
Ｚ）

:4(土）LeeaSt(WORLDＭＵＳＩ
Ｃ）

'１５（日）ソル･フォルテシモ(ジャ
ズ･ラテン）

21(土〕SoIfa(Pops）
24（火）震井誠(As)阪田敦子(p）
楢原裕一(b)未定(Ds）

27（金）松尾カルテット
28(土）じゃすぱらがす(Jazz）
29（日）いとう朔ジャズボーカル
教室神戸ジャズ倶楽部
発表会

園ＳＯＮＥ
Ｔ81.078-221.2055

１（日）ロイヤル・フラッシュ・
ジャズバンド

獅簿熱誉脇
４（水）片岡学カルテット至島
寿美子

５（木）新井雅代ﾄﾘｵ
６（金）大越理加ﾄﾘｵ
７<土〕ジャネットﾄﾘｵ
８（日）鍋島直潤カルテット大
越理加

９（月）
10（火）
11（水）
12（木）
13（金）
14(士）
15（日）

16（月）
17（火）
18（水）
19(木)
20（金）
21(土）
22（日）
23（月）
24(火)
25（水）
26(木）

ペティ鞍富ﾄﾘｵ
橋本裕ギターカノ
ボンビ柿本ﾄﾘｵ
宮野英子ﾄﾘｵ
北荘桂子ﾄﾘｵ
新井雅代ﾄﾘｵ
高岡正人トリオ
子
大越理加ﾄﾘｵ
キャンディー浅田

ﾚテット

北荘桂

キャンディー浅田トリオ
新井雅代ﾄﾘｵ
古谷充カルテット
辛島寿美子トリオ
ペティ鞍富ﾄﾘｵ
原田紀子と水田ﾄﾘｵ
高須賀はつゑﾄﾘｵ

24（火）北荘桂子ﾄﾘｵ
25（水）岩宮美和ﾄﾘｵ
26（木）長谷川元伸カルテット
北荘桂子

27（金）北荘桂子カルテット
28(士〉大越理加カルテット
29(日)大塚善章トリオ大越理
加

30（月）北荘桂子ﾄﾘｵ

画Ｔ２楽屋
TEL,078-242-5888
７(土）福誇＆ゆうすけ
15(日)FUNKY&COOL,SOUL
＆ＡＦＲｌＣＡＮＪＡＺＺＭＯ
ＮＧＯｉ,Ｘ’’

20（金）ＪＪＮ
２４（火）ＫＡＪＡ
27（金）TheEntertainers(演劇）
28(土）TheEntertainers(演劇）
29（日）天野SＨＯＳＵＮＤＡＹＢ
ＬＵＥＳＮｌＧＨＴ
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☆
松
竹
座
に
て
『
彩
の
会
』
公

演
関
西
在
住
の
藤
間
流
の
舞
踊

家
有
志
で
構
成
さ
れ
る
『
彩
の

会
』
公
演
が
、
６
月
躯
日
（
日
）

午
後
２
時
よ
り
大
阪
松
竹
座
に

て
催
さ
れ
る
。
演
も
く
は
「
雛

鶴
三
番
聖
」
、
源
氏
物
語
宇
治

☆
福
３
の
会
『
コ
ン
サ
ー
ト
・

フ
ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
ー
の
調
べ
』

開
催６
月
７
日
（
土
）
臨
済
宗

「
福
厳
寺
」
本
堂
に
て
、
コ
ン

サ
ー
ト
が
催
さ
れ
る
。
演
奏
は

☆
木
津
川
計
さ
ん
神
戸
公
演

『
女
と
男
の
歌
わ
れ
方
』

Ｂ
Ｐ
Ｗ
神
戸
ク
ラ
ブ
第
２
回

例
会
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
コ
コ

と
共
催
で
、
上
方
芸
能
代
表
、

立
命
館
大
学
教
授
の
木
津
川
計

さ
ん
を
講
師
に
ま
ね
き
『
女
と

男
の
歌
わ
れ
方
～
歌
謡
曲
の
時

代
と
現
代
』
を
開
催
す
る
。
今

回
は
県
立
神
戸
生
活
創
造
セ
ン

タ
ー
と
タ
イ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

と
な
っ
て
お
り
、
木
津
川
先
生

は
、
自
ら
歌
い
な
が
ら
、
歌
の

世
界
の
男
女
の
社
会
的
な
評
価

や
位
置
づ
け
に
つ
い
て
解
説
さ

れ
る
。
ビ
ジ
タ
ー
の
方
も
歓
迎
。

締
切
は
６
月
Ⅳ
日
ま
で
。

■
日
時
／
６
月
躯
日
（
日
）
姐

時
釦
分
～
咽
時
釦
分

■
場
所
／
県
立
神
戸
生
活
創
造

セ
ン
タ
ー
６
Ｆ
講
座
・
研
修
室

神
戸
市
中
央
区
東
川
崎
町
１
１

１
１
３
（
Ｊ
Ｒ
神
戸
駅
海
側
・

徒
歩
３
分
）

■
参
加
費
／
５
０
０
円

■
定
員
／
１
０
０
名

■
一
時
保
育
／
２
歳
か
ら
６
歳

ま
で
に
一
時
保
育
あ
り
（
要
予

約
）
画
申
込
先
／
県
立
神
戸
生
活
創

造
セ
ン
タ
ー
４
Ｆ
生
活
創
造
プ

ラ
ザ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
３
６
０
．

８
５
３
９
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
７
８
。

３
６
０
●
８
５
３
６

ボ
ケ

9４

木津川計さん

啓
発
活
動
の
ひ
と
つ
に
啓
発

紙
の
発
行
が
あ
り
ま
す
。

季
刊
と
月
刊
が
あ
り
連
動
に

関
係
す
る
情
報
交
換
の
場
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
月
刊
紙
に
昨

年
か
ら
十
一
名
の
論
説
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
「
わ
た
し
の
福

祉
論
」
と
し
て
、
論
説
的
な
記

事
を
毎
月
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
知
力
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
問

題
」
を
は
じ
め
「
社
会
福
祉
全

般
」
に
つ
い
て
、
ご
自
由
に
書

い
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

論
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
は

次
の
方
々
で
す
。

◇
磯
辺
康
子
さ
ん
◇
遠
藤
哲
也

さ
ん
◇
木
谷
宜
弘
さ
ん
◇
近
藤

原
理
さ
ん
◇
高
城
一
哉
さ
ん
◇

野
上
芳
彦
◇
橋
本
明
さ
ん
◇
藤

原
治
さ
ん
◇
明
路
咲
子
さ
ん
◇

守
屋
光
雄
さ
ん
◇
八
巻
正
治
さ

ん
で
す
。
都
合
で
お
名
前
を
挙

げ
る
だ
け
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
う
し
た
啓
発
紙
ご
希
望
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
Ｉ
Ｕ

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

〒
６
５
０
．
８
７
９
０
神
戸

市
中
央
区
中
町
通
４
．
２
．
ｕ

村
上
ビ
ル
Ｂ
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
３

６
０
。
１
２
５
７

福巌寺で行われるコンサート

論
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ギ
タ
ー
吉
川
二
郎
／
野
口
久
子
。

進
行
は
吉
沢
イ
サ
オ
、
曲
目
は

「
め
の
う
岬
」
「
ア
マ
ポ
ー
ラ
の

誘
惑
」
な
ど
。
会
費
は
１
５
０

０
円
（
同
伴
の
中
・
高
生
は
５

０
０
円
）
。
辺
時
か
ら
ワ
イ
ン

タ
イ
ム
、
妬
時
か
ら
サ
ロ
ン
演

奏
の
予
定
。
福
厳
寺
は
本
誌
モ

ダ
ン
リ
ビ
ン
グ
で
お
な
じ
み
の

中
川
倶
子
さ
ん
の
設
計
さ
れ
た

お
寺
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
申
込
み

は
（
株
）
ア
ル
プ
ラ
ン
Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
７
８
．
８
２
２
．
６
１
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
８
２
２
．
４

１
４
１

誕
生
日

あ
り
が
と
一

連
動
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鴬
蕊ﾐ鴫

☆
兵
庫
県
立
美
術
館

開
館
１
周
年
記
念
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
コ
ン
サ
ー
ト

６
月
５
日
（
木
）
兵
庫
県
立

美
術
館
「
芸
術
の
館
」
・
ホ
ワ

イ
エ
に
て
午
後
７
時
よ
り
、
ソ

プ
ラ
ノ
の
宮
崎
京
子
、
バ
リ
ト

ン
の
小
村
亮
三
ジ
ョ
イ
ン
ト
リ

サ
イ
タ
ル
が
開
催
さ
れ
る
。
ピ

ア
ノ
・
浅
井
康
子
、
マ
ン
ド
リ

ン
・
粂
井
謙
三
。
曲
目
は
ヘ
ン

デ
ル
「
ラ
ル
ゴ
」
、
マ
ル
テ
ィ
ー

ニ
「
愛
の
喜
び
」
、
メ
ン
デ
ル

ス
ゾ
ー
ン
「
歌
の
翼
に
」
な
ど
。

美
し
い
名
歌
の
か
ず
か
ず
を
ど

う
ぞ
。
入
場
料
３
０
０
０
円
。

9５

十
帖
よ
り
舞
踏
劇
「
浮
船
」
。

藤
間
勘
祐
悟
、
藤
間
新
佳
子
ほ

か
論
藤
間
流
の
そ
う
そ
う
た
る

出
演
者
が
顔
を
そ
ろ
え
る
。
チ

ケ
ッ
ト
の
ご
予
約
は
神
戸
っ
子

ま
で
。

藤間新佳子さん藤間勘祐悟さん

雲

h、

☆
鐘
紡
記
念
病
院
１
０
０
回
記

念
コ
ン
サ
ー
ト

明
る
く
お
し
ゃ
れ
な
鐘
紡
記

念
病
院
で
は
、
ロ
ビ
ー
で
の
サ

ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
が
こ
の
６
月

で
１
０
０
回
目
を
迎
え
る
。
１

０
０
回
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

６
月
的
日
（
木
）
蝿
時
～
Ⅳ
時

半
、
「
浜
辺
の
歌
」
「
青
い
山
脈
」

が
み
ん
な
で
歌
え
る
コ
ー
ナ
ー

郡
も
あ
る
。
ぐ
ず
も
ち
と
お
茶
の

詩
屋
台
や
、
過
去
の
ポ
ス
タ
ー
・

率
写
真
な
ど
の
展
示
も
あ
り
、
と
っ

て
も
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
に
な

る
。
問
合
せ
は
鐘
紡
記
念
病
院

ま
で
。
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
６
８

ん
１
．
６
１
１
１

さ権
☆
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ひ
と
粒
の
言
一
珠
運

４
動
」
は
じ
ま
る

生
し
、
海
が
汚
れ
、
貝
や
魚
が

住
み
に
く
く
な
っ
て
き
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
ひ
と
粒
の
真
珠

が
で
き
る
ま
で
に
、
こ
ん
な
に

た
く
さ
ん
の
問
題
が
影
響
し
我
々

に
も
同
じ
こ
と
が
影
響
し
て
い

る
。
こ
の
環
境
が
少
し
で
も
よ

く
な
っ
て
い
く
た
め
に
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
ひ
と
粒
の
真
珠
」
は
ま
ず
広

葉
樹
を
植
え
る
こ
と
か
ら
、
運

動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
広
葉

樹
を
植
え
る
こ
と
に
よ
り
、
栄

養
あ
る
土
か
ら
滋
養
あ
ふ
れ
る

塞
水
が
、
川
か
ら
海
に
た
ど
り
つ

を峰
き
、
豊
か
な
水
が
ア
コ
ヤ
貝
を

晴
成
育
さ
せ
美
し
い
ア
コ
ャ
真
珠

一
℃
を
生
み
だ
す
の
で
あ
る
。
今
か

力肥
ら
で
も
遅
く
は
な
い
、
ぜ
ひ
こ

０叩
の
活
動
に
参
加
し
て
、
で
き
る

－
こ
と
か
ら
一
歩
ず
つ
進
め
て
い

こ
う
。
一
口
１
０
０
０
円
か
ら
、

寄
付
金
を
募
っ
て
い
る
。
く
わ

し
く
は
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ひ
と
粒
の

真
珠
」
冨
言
芝
急
ぎ
・
ｇ
ｏ
‐
旨
き

苗
口
ご
届
‐
８
日

☆
ニ
ッ
タ
ー
ズ
サ
ロ
ン
前
川

三
宮
で
小
さ
く
光
る
ニ
ッ
ト
展

Ｋ
Ｆ
Ｍ
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ィ
な

ニ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
前
川
冨
紀

子
さ
ん
は
、
月
三
日
間
だ
け
の

一
一
ツ
タ
ー
ズ
サ
ロ
ン
を
オ
ー
プ

ン
し
、
フ
ァ
ン
に
好
評
。

場
所
は
、
三
宮
高
架
下
と
い
つ

ア
コ
ャ
真
珠
は
、
日
本
の
四

季
と
豊
か
な
海
が
は
ぐ
く
ん
だ

自
然
の
芸
術
。
し
か
し
、
今
や

そ
の
真
珠
を
生
み
出
す
ア
コ
ヤ

貝
が
生
育
途
中
で
病
気
に
な
っ

た
り
、
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
し

て
い
る
。
そ
れ
は
工
場
や
車
か

ら
で
る
大
量
の
排
気
ガ
ス
が
空

気
を
汚
染
し
、
空
気
が
汚
れ
た

影
響
で
酸
性
度
の
高
い
雨
が
降

る
た
め
森
が
枯
れ
、
森
か
ら
流

れ
く
る
は
ず
の
豊
か
な
水
が
減

り
、
川
か
ら
の
汚
れ
た
水
が
原

因
で
、
赤
潮
な
ど
の
問
題
が
発

ひと粒の真珠から

100回目を迎えるサロンコンサート
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ン
卜
は
、
晴
れ
れ
ば
大
成
功
に

決
っ
て
い
る
。
あ
り
が
た
や
あ

り
が
た
や
。

月
刊
神
戸
っ
子
サ
ン
バ
チ
ー

ム
も
、
神
戸
カ
ー
ニ
バ
ル
の
四

年
と
神
戸
ま
つ
り
の
三
十
三
年

を
プ
ラ
ス
す
る
と
三
十
九
年
。

よ
－
頑
張
っ
て
踊
っ
て
る
よ
ね
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
『
宝
石
と
サ

ン
バ
』
。
フ
ロ
ー
ト
づ
く
り
は
例
年
よ

り
難
し
い
が
、
神
戸
は
宝
石
、

真
珠
が
フ
ァ
シ
ョ
ン
な
の
で
、

ス
ポ
ン
サ
ー
が
大
変
だ
っ
た
が

何
と
か
出
来
上
っ
た
。

出
場
番
号
過
総
勢
百
名
。
加

古
川
か
ら
参
加
す
る
石
原
奈
津

子
バ
レ
エ
団
の
真
赤
な
衣
装
が

十
七
名
勢
揃
い
。
二
歳
の
チ
ビ
ッ

子
も
乳
母
車
で
パ
パ
と
一
緒
に
。

9６

●
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｔ

☆
兵
庫
県
の
文
化
功
労
賞
を
貞
松
融

さ
ん
が
受
賞
！

☆
中
辻
悦
子
さ
ん
が
神
戸
新
聞
社
文

化
賞
受
賞
！

☆
神
戸
国
際
会
館
の
館
長
が
、
震
災

復
興
か
ら
再
建
に
努
力
さ
れ
た
柏
木

健
一
氏
か
ら
、
瀧
川
博
司
氏
に
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
さ
れ
ま
し
た
。

☆
（
財
）
サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団
の

黒
涛
清
治
専
務
理
事
か
ら
、
事
務
局

長
に
四
月
か
ら
小
椋
覚
が
新
任
。

☆
四
月
よ
り
湊
川
神
社
補
公
会
館
の

館
長
に
富
田
征
二
さ
ん
が
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

☆
伊
丹
三
樹
彦
現
代
俳
句
大
賞
受
賞

祝
賀
会
が
、
六
月
八
日
（
日
）
午
後

五
時
よ
り
、
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
借

楽
の
間
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
（
会
費

一
万
円
》
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６
．
６
４
２
２
．

１
９
９
３

☆
と
ハ
月
七
日
（
土
）
午
後
一
一
時
よ
り
、

う
は
ら
ホ
ー
ル
で
、
第
三
十
三
回
マ

ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
協
会
の
リ

サ
イ
タ
ル
が
。
主
催
／
関
西
マ
ン
ド

リ
ン
合
奏
団
１
５
０
０
円
。
主
宰
・

川
口
優
和
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
５
１

１
．
１
４
４
５

☆
六
月
六
日
（
土
）
六
時
よ
り
、
ポ
ー

ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
レ
イ
ン
ポ
ー
ル
ー
ム

に
お
い
て
、
藤
井
美
智
子
さ
ん
が

「
活
き
活
き
」
を
テ
ー
マ
に
第
二
十

九
回
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
を
開

催
／
会
費
１
５
０
０
０
円
。
ピ
ア
ノ

平
山
の
り
子
、
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
山

口
万
里
、
ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス
束
と
も
み
。

お
巾
次
一
み
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
４
３
１
．

８
０
５
１
／
モ
ー
ド
メ
イ
ト
ミ
チ
コ

☆
明
日
香
都
さ
ん
が
、
六
月
二
十
日

（
金
）
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー
ル
で
第
十
二

回
コ
ン
サ
ー
ト
を
。
全
席
５
０
０
０

日
開
波
十
八
時
三
十
昼
発
テ
ー
マ
・

ス
マ
イ
ル
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
９
７
．
８
１
．

１
５
１
８

☆
』
ハ
月
六
日
（
金
）
～
八
日
（
日
）

午
前
十
時
～
午
後
四
時
忌
廷
を
テ
ー

マ
に
、
ロ
ク
レ
ー
ル
作
家
三
浦
啓
子

さ
ん
が
ア
ト
リ
エ
で
、
ガ
ー
デ
ン
パ
ー

テ
ィ
と
展
示
会
。
西
宮
市
甲
陽
園
目

神
山
虹
・
胆
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
９
８
．
７

３
．
０
８
７
８

☆
六
月
一
一
十
二
日
（
日
）
十
六
時
開

演
／
神
戸
新
聞
松
方
ホ
ー
ル
で
、
ミ

ハ
ル
・
カ
ー
亘
力
＆
伊
藤
ル
ミ
の
血

４
デ
ュ
オ
リ
サ
イ
タ
ル
が
。
３
５
０

０
円
（
当
）
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
３
６

２
．
７
１
９
１

☆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
島
田
で
五
月
三
十
一

日
～
六
月
十
一
日
ま
で
岡
井
美
穂
の

絵
と
陶
造
形
展
が
。
三
日
（
火
）
十

八
時
半
よ
り
、
岡
井
さ
ん
の
お
話

（
５
０
０
円
）
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
２

６
２
●
８
０
５
８

☆
淡
路
島
ペ
ン
シ
ョ
ン
『
夕
ｌ

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
』
フ
ァ
ミ
リ
ー

専
用
別
館
オ
ー
プ
ン

淡
路
島
北
淡
町
の
ペ
ン
シ
ョ

ン
『
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
』

は
開
業
巧
年
。
小
さ
な
子
ど
も

連
れ
で
も
快
適
に
旅
行
が
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
と
、
５
歳
ぐ

ら
い
ま
で
の
お
子
様
連
れ
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
専
用
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
別

館
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
。
明

石
海
峡
大
橋
を
渡
れ
ば
阪
神
間

か
ら
約
１
時
間
で
、
田
ん
ぼ
の

鍵
あ
ぜ
道
や
、
せ
せ
ら
ぎ
が
心
地

仰
よ
い
小
川
、
虫
の
い
る
草
む
ら

ツ陸
な
ど
、
手
付
か
ず
の
自
然
に
出

Ｊ琴
会
え
る
。
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動

利
車
道
の
津
名
一
宮
Ｉ
Ｃ
を
降
り
、

て
も
神
戸
交
通
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

か
ら
別
、
西
か
ら
北
へ
二
軒
目
。

小
さ
く
光
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ニ
ッ

ト
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
展
示
を

初
め
て
フ
ァ
ン
に
好
評
。
本
拠

地
が
加
古
川
な
の
で
、
三
宮
進

出
は
嬉
し
い
。
ニ
ッ
ト
好
き
は

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
ね
。

携
帯
０
９
０
．
６
９
１
０
．
８
７

８
６
５
月
狐
日
（
月
）
６
月

１
日
（
火
）
６
月
２
日
（
水
）

と
６
月
肥
日
～
鋤
日
ｎ
時
～
Ⅳ

時
ま
で

ペンション前広場

第
詔
回
神
戸
ま
つ
り

サ
ン
バ
文
化
は
パ
ワ
フ
ル

雨
だ
。
雨
だ
。
雨
が
降
る
よ
！

と
、
十
八
日
の
お
ま
つ
り
パ
レ
ー

ド
を
皆
が
心
配
し
た
。
「
ぜ
つ

た
い
晴
れ
る
よ
」
と
言
い
返
し

て
い
た
ら
、
神
様
は
凄
い
、
ち
ゃ

ん
と
五
月
晴
れ
だ
っ
た
。

と
に
も
か
く
に
も
野
外
イ
ベ

花時計

マ
マ
は
踊
り
子
だ
か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ

は
充
分
。
八
十
歳
で
参
加
を
続

け
る
サ
ロ
ン
ド
あ
い
り
の
大
崎

泰
三
さ
ん
は
先
頭
を
切
っ
て
踊

る
。
ダ
ン
ス
リ
ー
ダ
ー
の
安
田
美

佐
枝
さ
ん
。
四
十
二
人
の
愛
ら

し
い
サ
ン
バ
ッ
娘
た
ち
を
育
て

た
メ
グ
ち
ゃ
ん
。
サ
ン
バ
も
三

世
代
で
す
ゾ
。

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
か
ら
三
宮

本
通
、
大
丸
前
、
そ
し
て
京
町

筋
。
千
人
近
い
サ
ン
バ
チ
ー
ム

の
競
演
は
パ
ワ
フ
ル
だ
。
神
戸

の
元
気
は
サ
ン
バ
か
ら
。
き
れ

い
な
サ
ン
バ
ッ
娘
た
ち
の
オ
ー

ラ
に
、
カ
メ
ラ
マ
ン
た
ち
は
近

畿
か
ら
集
ま
る
。
今
年
の
観
客

の
ス
テ
キ
だ
っ
た
こ
と
。
あ
り

が
と
う
！
（
Ｍ
・
Ｋ
）

Ｆ
ひ
町
呂
？

蕊
詞
．

県
道
を
山
の
方
向
へ
走
る
こ
と

約
Ⅲ
分
。
森
の
中
の
ペ
ン
シ
ョ

ン
ピ
レ
ッ
ジ
に
あ
る
。
安
全
・

清
潔
・
快
適
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

子
育
て
真
っ
最
中
の
マ
マ
＆
パ

パ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
イ
ム
に

い
か
が
。

彦
詐
誌
む
く
へ
嘩
急
巴
］
・
ぬ
届
．
一
己
、
詩
口
篭
巨
智

巨
晦
へ
庁
』
』
ｍ
へ
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まつり

あかちやん：奥野莱荊ちゃん
（平成14年９月11日生まれ）

パパ：利男さん

ママ：暁子さん

「すくすくと元気に成長して、これか
らもとびきりの笑顔を見せてね｡」

☆佐本産科。婦人科☆
佐本学

ローマ数字のＸ皿の下一桁の7番、７つの

小星に囲まれた大星。

いつの世でも７という数字は幸運を呼び込

むものだと考えられてきた。

裸の女性の両手から流されていく水はやが

て泉となるほど増えていく。
何事も独占欲をもって取り込むことよりも

裸になり全てのしがらみを放棄することで本
当の幸せが広がっていくことを意味する。
この世の“物”すべてはかろうじて生きて

いる間の“借り物”なのだ。

たとえどんな財産であろうとあの世には運

べないのである。

9７

窯
タロットこぼれ話《星》六月の運勢

ＸＶＩＩ
ママといっしょに

蝋馴.…''@勢，

神戸市兵庫区中道通4-1-15

TEL：078-575-1024（病室TEL：078-577乙7034）

市バス上沢４停南スグ
●駐車場完備⑳

「
茸

》
野

画

Ｆ亨

聯癖艶
ＴｈｅＳｔａｒ

JR元町

心の問題･家族･職場･恋愛

迎勢ｶｳﾝｾﾗー笑生 ●盆理･'趣
センター
プうドザ盲幡､1Ｆ

llt界の夕ﾛｯﾄが120種類

夕ﾛｯﾄ美術館 ●サンクス
鯉
川
隔

７
両
一
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川
、
武
庫
郡
な
ど
と
表
記
さ
れ
、
の
ち
に
六
甲
（
ム
コ
ウ
）
山

の
字
で
も
書
か
れ
た
。
こ
の
六
甲
山
（
ム
コ
ウ
ャ
マ
）
が
い
つ

し
か
誤
ら
れ
て
「
ロ
ッ
コ
ウ
サ
ン
」
と
読
ま
れ
て
し
ま
う
と
、じ
ん

本
来
の
語
意
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
。
漢
字
の
意
味
か
ら
、
神

ぐ
う

か
釦
と

功
皇
后
が
六
つ
の
兜
を
埋
め
た
山
だ
な
ど
と
伝
説
さ
れ
る
よ
うせつ

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
『
摂

よ
品
。
ぐ
ん
蝿
ん

陽
群
談
」
や
『
摂
津
志
」
や
「
摂
津
名
所
図
会
」
が
、
い
ず
れ

も
「
武
庫
山
・
・
一
名
六
甲
山
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

江
戸
時
代
ま
で
は
武
庫
山
が
正
式
な
呼
び
名
だ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。六
甲
道
駅
の
近
く
に
来
る
と
、
私
は
い
つ
も
悠
久
の
山
と
人

え
ん

と
の
歴
史
を
感
じ
て
し
ま
う
。
｛
ハ
甲
山
周
辺
に
は
、
役
の
行
者

ほ
う
ど
．
句

や
法
道
仙
人
な
ど
が
奈
良
時
代
以
前
に
開
い
て
い
た
霊
場
を
、

弘
法
大
師
な
ど
が
寺
院
と
し
て
創
建
し
た
伝
説
す
る
古
い
寺
院

が
多
い
。
こ
れ
は
、
奈
良
時
代
に
政
治
と
癒
着
し
て
堕
落
し
た

仏
教
を
改
革
し
よ
う
と
、
平
安
初
期
に
清
浄
な
山
に
入
っ
た
修

行
僧
た
ち
が
、
山
中
で
日
本
古
来
の
山
岳
信
仰
の
行
者
に
出
会

い
、
両
者
が
影
響
し
合
っ
て
、
修
行
の
た
め
の
山
岳
寺
院
が
出

現
し
た
仏
教
の
歴
史
を
反
映
し
た
説
話
で
あ
る
。
明
治
初
め
に

神
戸
の
居
留
地
に
い
た
外
国
人
が
近
代
的
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て

六
甲
山
を
開
発
す
る
は
る
か
以
前
か
ら
、
我
々
の
先
祖
は
修
行

の
た
め
に
六
甲
山
地
に
登
っ
て
い
た
。
六
甲
山
地
全
体
が
修
行

じ
ゅ
う
り
ん
か
ん
の
お
え
ん
ぺ
い

場
で
、
十
善
寺
や
鷲
林
寺
や
神
呪
寺
や
塩
尾
寺
や
多
聞
寺
な
ど

は
入
山
口
で
あ
り
、
比
較
的
山
奥
に
は
再
度
山
大
龍
寺
や
摩
耶

山
天
上
寺
が
あ
っ
た
。
山
内
の
険
し
い
岩
場
は
格
好
の
行
場
で
、

最
高
峰
の
西
の
雲
ガ
岩
・
心
経
岩
一
帯
や
最
高
峰
東
の
石
の
宝

殿
の
地
が
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
。
六
甲
山
麓
の
各
地
に
山
中
で

天
狗
に
会
っ
た
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て
い
た
。
天
狗
の
い
た
岩

場
を
麓
の
農
民
は
天
狗
岩
と
呼
ん
だ
。
山
中
の
行
者
を
天
狗
だ

と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
行
者
銀
座
と
で
も
い
う
べ
き
天
上
寺
と

大
龍
寺
を
結
ぶ
岩
尾
根
は
、
今
も
天
狗
道
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

天
狗
岩
と
い
う
の
は
、
天
狗
の
鼻
の
よ
う
に
突
き
出
た
岩
で
は

な
い
の
で
あ
る
。

中
世
、
戦
乱
の
時
代
に
な
る
と
、
平
地
を
烏
倣
で
き
る
急
峻

画LP

雪
雲
Ⅲ
訂

多
く
の
神
戸
っ
子
が
、
関
西
空
港
か
ら
湾
岸
線
を
飛
ば
し
て

か
な
た

大
阪
あ
た
り
ま
で
来
た
時
、
海
の
彼
方
に
六
甲
山
が
見
え
出
す

と
、
あ
あ
帰
っ
て
き
た
と
感
じ
る
と
い
う
。
一
方
、
大
阪
か
ら

転
入
し
て
き
て
数
年
神
戸
に
住
ん
だ
人
で
も
、
六
甲
山
に
対
す

る
そ
う
い
う
気
持
ち
が
理
解
し
に
く
い
と
言
う
。
神
戸
に
と
っ

て
や
は
り
六
甲
山
は
母
な
る
自
然
で
あ
り
、
こ
の
山
に
抱
く
独

特
の
感
情
が
神
戸
っ
子
を
測
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
な
の
か
も
し
れ

な
い
。
Ｊ
Ｒ
の
列
車
か
ら
だ
と
六
甲
道
駅
に
近
づ
く
時
の
、
北

側
の
窓
か
ら
見
る
六
甲
が
絶
景
だ
と
思
う
。
西
六
甲
の
山
々
が

扉
風
の
よ
う
に
立
ち
は
だ
か
る
の
だ
が
、
神
戸
か
ら
見
る
六
甲

山
は
東
西
に
長
く
つ
づ
く
巨
大
な
城
壁
の
よ
う
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
大
阪
や
尼
崎
か
ら
見
た
六
甲
の
山
容
は
、
南
北
に

も
相
当
量
感
が
あ
る
。
古
代
、
大
和
の
国
か
ら
大
和
川
沿
い
に

な
に
わ

浪
速
（
大
阪
）
に
出
た
人
々
は
、
大
阪
湾
の
か
な
た
に
あ
る
山

や
里
を
遠
望
し
て
、
ム
コ
ウ
の
山
・
ム
コ
ウ
の
川
と
呼
ん
で
い

た
。
漢
字
が
伝
来
し
て
漢
字
が
当
て
ら
れ
る
と
、
「
向
（
ム
コ

ウ
）
」
山
で
い
い
の
だ
が
、
地
名
は
漢
字
二
文
字
で
表
記
す
る

む
一
』
や
ま

こ
と
に
な
り
、
ム
コ
ウ
の
音
に
当
て
た
一
一
字
で
武
庫
山
、
武
庫

旬一か

田
辺
直
人

9８
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兵
庫
区
歴
史
花
回
道
ウ
ォ
ー
ク

清
盛
の
雪
の
御
所
跡
、
千
鳥
が
滝
な
ど
を
訪
ね
、

烏
原
堰
堤
・
湊
川
随
道
を
見
学
。

６
月
幻
Ⅲ
（
土
）
小
雨
決
行

受
付
牽
岨
時
～
ス
タ
ー
ト
如
岨
時
帥
分

集
合
場
所
唖
湊
山
小
学
校
（
市
バ
ス
「
石
井
橋
」
停
留
所
束
）

参
加
無
料
・
要
申
し
込
み

お
問
い
合
わ
せ
》
兵
庫
区
役
所
㈹
０
７
８
１
５
１
１
１
２
１
１
１

鋳晩

癖?‘灘一等 鍔露篭Ｗ
･ムリ・畷‘

鰯窪
一笥癒『

叩卯

謡
戸

、

9９

、i霧擢瑚
霧

套
奔
同
一
』

』
凹

一
・
癖
）

た
な
く
ま
こ
と

１
９
４
７
年
、
神
戸
生
ま
れ
。
兵
庫
高
校
・
関
西
学
院
大

学
文
学
部
卒
業
。
現
在
、
園
田
学
園
女
子
大
学
国
際
文
化

学
部
教
授
。
地
域
史
研
究
で
神
戸
市
文
化
奨
励
賞
、
神
戸

市
文
化
活
動
功
労
賞
を
受
賞
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
学
会
副
会
長
や
宝
塚
市
教
育
委
員
を
も
つ
と
め
る
。

『
神
戸
の
伝
説
』
・
『
神
戸
の
１
０
０
年
』
・
『
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
風
土
と
生
活
』
な
ど
著
書
・
監
修
多
数
。

①
現
在
の
天
上
寺

②
い
わ
れ
が
ユ
ニ
ー
ク
な
天
狗
岩

③
石
屋
川

な
山
頂
に
は
城
が
築
か
れ
た
。
山
岳
寺
院
が
城
と
し
て
利
用
さ

れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
再
度
山
の
多
々
部
（
ふ
た
た
び
）
城
、

芦
屋
の
鷹
尾
山
城
、
布
引
の
滝
山
城
、
北
区
山
田
の
丹
生
山
城

な
ど
が
築
か
れ
、
天
上
寺
を
利
用
し
た
摩
耶
山
城
の
激
戦
は

『
太
平
記
』
に
詳
し
い
。

江
戸
時
代
に
な
る
と
山
麓
の
農
民
も
柴
刈
り
や
水
源
の
流
れ

の
保
全
な
ど
、
生
活
の
た
め
に
入
山
し
始
め
、
山
の
権
利
を
め

ぐ
っ
て
激
し
い
山
争
い
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
農
民
た

ち
は
山
中
の
谷
を
土
手
で
せ
き
止
め
、
溜
め
池
を
作
っ
た
。
山

中
に
は
石
の
宝
殿
や
芦
屋
川
の
弁
天
岩
の
よ
う
な
雨
ご
い
の
霊

場
も
あ
っ
た
。
六
甲
山
地
の
多
く
の
急
流
は
十
七
世
紀
か
ら
水

車
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
名
残
が
芦
屋
川
の
水
車
谷
、
住

吉
川
の
五
緬
場
や
八
輔
場
、
六
甲
川
の
水
車
新
田
な
ど
の
地
名

で
あ
る
。
江
戸
初
期
に
は
水
車
は
菜
種
油
を
絞
る
の
に
利
用
さ

れ
、
や
が
て
製
粉
に
も
利
用
さ
れ
て
元
禄
時
代
の
灘
は
大
和
の

三
輪
と
並
ぶ
素
麺
の
産
地
に
な
っ
て
い
る
。
十
八
世
紀
半
ば
か

ら
灘
で
酒
造
が
始
ま
る
と
、
山
中
の
水
車
が
良
質
の
酒
米
精
製

の
支
え
と
な
っ
て
、
灘
の
生
一
本
を
育
て
た
。
水
車
産
業
の
背

景
に
日
用
の
良
質
な
石
材
が
あ
っ
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
六

甲
山
の
断
層
面
に
は
、
本
来
地
中
深
く
に
あ
る
花
樹
岩
が
露
出

し
て
い
る
。
六
甲
山
中
の
「
石
切
り
道
」
は
石
材
切
り
出
し
の

名
残
で
あ
る
。
切
り
出
さ
れ
た
石
材
は
麓
の
川
の
土
手
で
加
工

さ
れ
て
、
御
影
の
浜
か
ら
船
で
各
地
に
搬
出
さ
れ
た
。
そ
の
川

い
し
ゃ
が
わ

に
石
屋
川
の
名
が
つ
き
、
御
影
の
浜
か
ら
来
た
石
材
な
の
で
花

尚
岩
を
一
般
に
御
影
石
と
呼
ぶ
ほ
ど
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

列
車
の
窓
か
ら
六
甲
山
が
見
え
た
時
、
近
代
の
リ
ゾ
ー
ト
開

発
の
以
前
に
、
こ
の
よ
う
な
六
甲
山
と
関
わ
っ
た
先
人
た
ち
が

い
た
こ
と
も
思
い
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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パ
ロ
デ
ィ
「
赤
鬼
」
に
託
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

中
右
瑛

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
、
七
十
五
歳
の
冬
か
ら
お
よ
そ
一

年
間
、
江
戸
よ
り
お
よ
そ
七
十
キ
ロ
離
れ
た
相
州
三
浦
半
島
の

浦
賀
に
潜
居
し
、
名
も
三
浦
八
右
術
門
と
変
名
し
た
。
あ
る
い

は
百
姓
八
右
衛
門
、
上
村
仁
三
郎
と
も
称
し
た
。

こ
の
間
、
北
斎
セ
ン
セ
イ
の
行
動
は
ナ
ゾ
を
極
め
た
。
浦
賀

に
、
一
体
何
を
し
に
行
っ
た
の
か
が
ま
っ
た
く
不
明
。
こ
こ
で

も
ス
パ
イ
説
が
登
場
す
る
。

当
時
、
浦
賀
は
日
本
中
で
最
も
物
騒
な
と
こ
ろ
。
浦
賀
沖
に

は
ア
メ
リ
カ
船
や
オ
ロ
シ
ア
船
が
出
没
し
、
い
つ
上
陸
す
る
か
、

信
州
小
布
施
へ
の
私
の
旅
は
、
北
斎
セ
ン
セ
イ
の
晩
年
の
行

動
を
知
る
う
え
で
大
き
な
収
極
と
な
っ
た
。
が
し
か
し
、
ナ
ゾ

は
残
っ
た
。

ま
る
で
ス
ー
パ
ー
マ
ン
並
み
の
北
斎
セ
ン
セ
イ
の
行
動
。
中

風
を
患
い
、
死
の
直
前
の
高
齢
で
あ
り
な
が
ら
、
六
泊
七
日
以

上
も
か
か
る
信
州
小
布
施
へ
、
果
し
て
四
度
も
敢
行
出
来
た
か

ど
う
か
。
旅
行
好
き
と
は
い
え
、
何
と
も
不
可
思
議
で
あ
る
。

そ
の
小
布
施
旅
行
の
お
よ
そ
数
年
前
に
も
、
ナ
ゾ
の
旅
行
を

敢
行
し
た
の
で
あ
る
。

0０

北
斎
ミ
ス
テ
リ
ー
〈
５
〉

ロ
シ
ア
船
が
出
没
し
、
い
つ
上
陸
す
る
か
、

幕
府
も
警
戒
し
、
住
民
た
ち
も
恐
怖
に

お
の
の
い
て
い
た
。

鎖
国
日
本
に
開
同
を
迫
っ
た
ペ
リ
ー

来
航
の
お
よ
そ
十
九
年
前
の
こ
と
で
あ

る
。

北
斎
セ
ン
セ
イ
は
幕
府
の
隠
密
と
な
っ

て
、
黒
船
の
動
勢
や
民
衆
の
気
運
を
探
っ

て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

北
斎
セ
ン
セ
イ
は
一
年
後
の
秋
、
江

戸
に
舞
い
戻
り
、
そ
の
直
後
に
世
に
も

不
可
思
議
な
絵
を
画
い
た
の
だ
。

「
弘
法
大
師
修
法
図
」
と
題
さ
れ
、

タ
テ
百
五
十
糎
、
ヨ
コ
ニ
米
四
十
糎
の

巨
大
な
絵
で
あ
る
（
掲
戦
写
真
参
照
）
。

こ
の
絵
は
、
北
斎
セ
ン
セ
イ
晩
年
の
大
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房』

Ｚ
ｒ

良弘法大師修法図西新井大師・総持寺蔵
固己固己

エ』

＝

､召

作
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
開
国
騒
擾
の
世
相
パ
ロ
デ
ィ
ー
で

あ
り
、
北
斎
が
後
世
に
伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て

い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

絵
は
、
ド
ス
黒
い
暗
闇
の
大
両
面
に
、
大
き
な
赤
鬼
が
弘
法

大
師
を
襲
う
…
と
い
う
衝
撃
の
シ
ー
ン
で
あ
る
。
曲
面
イ
ッ
パ

イ
に
突
出
す
る
程
に
巨
大
に
描
か
れ
た
赤
鬼
の
い
か
め
し
い
表

情
。
眼
光
鋭
く
、
大
き
な
口
を
あ
け
鋭
い
牙
を
む
く
。
手
に
は

長
い
コ
ン
棒
、
一
方
の
手
に
は
し
ば
り
縄
を
持
っ
て
、
大
師
を

威
喝
す
る
。
闇
夜
の
天
空
に
は
新
月
が
青
く
冴
え
輝
き
、
大
師

の
背
後
の
白
い
犬
は
怯
え
る
か
の
よ
う
に
吠
え
し
き
る
。

エ』

＝

､召

一
■
色

一
■
色

中
右
瑛
講
演
会

「
夢
二
・
四
つ
の
恋
も
の
が
た
り
」

歌
ゲ
ス
ト
・
千
寿
慧
（
元
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
）

宵
待
草
、
す
み
れ
の
花
な
ど
大
正
の
拝
情
歌

平
成
焔
年
６
月
塑
日
午
後
２
時

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ホ
ー
ル

（
兵
庫
県
津
名
郡
東
浦
皿
０
７
９
９
１
７
４
１
０
２
５
０
）

入
場
無
料
（
入
場
整
理
券
必
要
・
希
望
者
は
ホ
ー
ル
ま
で
）

滝.､一上哩

凹鱈

。｡

識灘絵餓
殻
獄獄

鴬
＝言

０

蟹蟹

Ｇ

霧

世
に
も
恐
ろ
し
い
壮
絶
の
シ
ー
ン
で
は

あ
る
が
、
経
典
を
か
か
げ
て
一
心
に
祈
る

微
動
と
も
し
な
い
大
師
の
姿
が
、
印
象
的

で
す
ら
あ
る
。
な
ん
と
奇
っ
怪
で
凄
ま
じ

い
光
景
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
、
こ
の
図
に
つ
い
て
、
「
開
国
予

測
図
」
で
あ
る
と
い
う
説
を
ブ
ッ
ダ
男
が

い
た
。
『
北
斎
の
隠
し
絵
』
（
Ａ
Ａ
出
版
。

一
九
八
九
）
の
著
者
・
荒
井
勉
氏
で
あ
る
。

荒
井
氏
の
説
に
よ
る
と
、
大
師
を
襲
う

「
大
鬼
」
は
西
洋
人
、
即
ち
ア
メ
リ
カ
を

象
徴
し
て
い
る
と
い
う
。
パ
ン
ツ
を
は
い

て
、
ま
と
う
着
衣
の
柄
は
「
十
文
字
型
」
。

キ
リ
ス
ト
教
の
十
字
架
で
あ
る
。

大
師
の
背
後
の
犬
は
白
狼
で
、
日
本
人

』』』』

凡

凹鱈

識

謝

浦

露‘ 臣臣

服屋

瀞

字
■＝

幸
一

←

謝

、－＝

識
議議

を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
。

私
は
、
白
狼
す
な
わ
ち
日
本
人
説
は
反
対
だ
。
私
は
、
白
狼

は
オ
ロ
シ
ア
（
ロ
シ
ア
）
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。

ア
メ
リ
カ
は
日
本
に
開
同
を
迫
り
、
背
後
に
は
大
ロ
シ
ア
が

牙
を
む
く
。
大
師
に
見
立
て
ら
れ
た
日
本
は
、
い
か
に
す
べ
き

か
…
。
開
国
か
？
鎖
国
続
行
か
？
外
圧
に
抑
さ
れ
崖
っ
ぶ
ち
に

立
つ
運
命
の
決
断
に
悩
む
日
本
の
姿
が
見
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

荒
井
氏
は
「
弘
法
大
師
の
姿
は
、
一
人
で
闘
う
葛
飾
北
斎
の

姿
で
あ
る
」
と
結
ん
で
い
る
。

北
斎
セ
ン
セ
イ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
何
か
？
こ
の
北
斎
セ
ン

セ
イ
の
絵
か
ら
、
幕
末
騒
擾
の
時
代
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

固
中
右
瑛
（
な
か
う
・
え
い
）

抽
象
画
家
。
浮
世
絵
・
夢
ニ
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
。
一
九
三
四
年
生
ま
れ
、
神

戸
市
在
住
。
行
動
美
術
展
に
お
い
て
奨
励
賞
、
新
人
賞
、
会
友
賞
、
行
動

美
術
賞
受
賞
。
浮
世
絵
内
山
賞
受
賞
。
半
ど
ん
現
代
美
術
賞
、
兵
庫
県
文

化
賞
、
神
戸
市
文
化
賞
な
ど
受
賞
。
現
在
、
行
動
美
術
協
会
会
員
、
国
際

浮
世
絵
学
会
常
任
理
事
。
著
書
多
数
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『
智
恵
子
抄
」
以
前

浅
黄
斑
八
作
家
Ｖ

絵
・
犬
童
徹

や
わ

み
だ
ら
夜
話
第
五
回

た
れ
。
命
名
さ
れ
た
の
は
、
居
留
地
が
町
ら
し
く
整
っ
た

明
治
五
年
。
名
づ
け
た
の
は
、
初
代
の
兵
庫
県
知
事
で
、

居
留
地
開
設
の
責
任
者
だ
っ
た
伊
藤
博
文
。
昔
の
千
円
札

の
顔
だ
ね
。
東
遊
園
地
の
西
側
が
伊
藤
町
と
い
う
の
は
、

そ
の
名
残
ら
し
い
。
同
時
に
、
あ
あ
そ
う
だ
っ
た
の
か
、

と
も
う
ひ
と
つ
の
疑
問
も
氷
解
し
て
、
に
や
り
と
し
た
次

第
で
す
。

え
え
と
で
す
ね
。
東
京
都
中
央
区
に
も
浪
花
町
と
い
う

の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
が
最
初
に
吉
原
が
で
き
た
と
こ

ろ
、
元
吉
原
で
す
。
で
、
火
事
で
引
っ
越
し
て
新
吉
原
が

で
き
ま
す
が
、
吉
原
五
町
と
い
っ
て
江
戸
町
一
丁
目
と
こ

す
み

丁
目
、
京
町
一
丁
目
、
一
一
丁
目
、
そ
れ
に
角
町
か
ら
な
っ

て
い
た
。
そ
ん
な
こ
と
で
小
生
、
は
し
な
く
も
居
留
地
に

く
る
た
び
吉
原
を
連
想
し
た
ん
だ
ね
。
連
想
す
る
ほ
う
が

悪
い
と
い
わ
れ
れ
ば
、
ま
あ
、
そ
う
な
ん
だ
け
ど
ね
。

で
も
、
名
づ
け
た
の
が
伊
藤
博
文
な
ら
、
こ
り
や
、
も

0２

〃

タ
イ
ト
ル
、
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
？
今
回
は
、
え
ら

く
文
学
的
で
し
ょ
う
。
え
へ
ん
！

薫
る
風
に
誘
わ
れ
、
久
し
ぶ
り
に
神
戸
旧
居
留
地
を
歩

い
て
い
て
、
ふ
っ
と
思
い
だ
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
何

か
と
い
う
と
、
こ
こ
の
町
名
で
す
。
京
町
と
か
江
戸
町
と

か
、
浪
花
町
と
か
。
な
に
や
ら
イ
ワ
ク
が
あ
り
そ
う
な
の

に
、
そ
の
わ
け
が
分
か
ら
な
い
。
第
一
、
外
国
人
居
留
地

と
し
て
造
成
さ
れ
た
一
画
に
、
な
ん
で
こ
ん
な
名
が
？

な
ん
で
だ
ろ
う
？
実
は
以
前
か
ら
、
そ
れ
が
気
に
か
か
っ

て
い
て
、
い
つ
か
調
べ
て
み
よ
う
と
思
い
な
が
ら
、
つ
い

つ
い
忘
れ
て
い
た
の
で
す
。

そ
れ
を
思
い
だ
し
て
し
ま
っ
た
。

つ
ま
ら
ぬ
こ
と
を
気
に
す
る
や
つ
だ
と
、
お
っ
し
ゃ
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。
気
に
な
る
わ
け
は
、
実
は
、
も
う

ひ
と
つ
あ
っ
た
ん
で
す
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
調
べ
て
み
ま
し
た
。
分
か
り
ま
し
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ら
い
の
店
を
大
い
に
は
や
ら
せ
た
。
こ
の
人
の
す
ご
い
と

こ
ろ
は
、
各
店
の
女
将
に
、
三
人
の
妹
を
除
く
と
、
す
べ

て
愛
人
を
据
え
た
こ
と
。
そ
れ
ぞ
れ
に
産
ま
せ
た
子
供
は
、

合
計
三
十
人
。
こ
の
う
ち
に
は
、
画
家
の
木
村
荘
八
や
、

作
家
荘
十
な
ど
も
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
明
治
の

男
は
元
気
だ
っ
た
ん
だ
な
あ
。

さ
て
若
太
夫
に
ふ
ら
れ
た
光
太
郎
は
、
若
太
夫
へ
の
断

ち
が
た
い
思
慕
を
何
編
か
の
詩
に
託
し
て
い
ま
す
が
、
次

に
浅
草
雷
門
に
あ
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
「
よ
か
楼
」
へ
通
い

つ
め
ま
す
。
お
梅
と
い
う
女
給
が
目
当
て
で
す
が
、
お
梅

が
ほ
か
の
客
に
つ
い
て
自
分
の
と
こ
ろ
へ
こ
な
い
と
、
ビ
ー

ル
瓶
を
叩
き
つ
け
た
り
テ
ー
ブ
ル
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
と

い
い
ま
す
か
ら
、
よ
ほ
ど
、
荒
れ
て
い
た
ん
で
す
な
。

さ
す
が
に
、
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
駄
目
だ
と
感
じ
て
光
太
郎

は
北
海
道
へ
向
か
い
ま
す
が
、
や
が
て
帰
京
し
て
、
の
ち

に
妻
と
な
る
長
沼
智
恵
子
と
知
り
合
い
ま
す
。
な
ん
で
も
、

若
太
夫
に
面
差
し
が
似
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
ま
だ
未
練

が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
光
太
郎
は
、
智
恵
子
と
結
婚
後
に
処
女
詩
集
「
道

程
」
を
上
梓
し
ま
す
が
、
第
一
番
目
の
詩
は
「
失
わ
れ
た

モ
ナ
。
リ
ザ
」
で
す
。
そ
ん
な
こ
ん
な
を
知
っ
て
、
こ
の

詩
を
読
め
ば
、
ま
た
違
っ
た
光
太
郎
に
出
会
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。蕊

回
浅
黄
斑
（
あ
さ
き
ま
だ
ら
）
推
理
作
家
。
一
九
四
六
年
神
戸

市
生
ま
れ
。
西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
在
住
。
一
九
九
二
年
小
脱
推

理
新
人
賞
、
一
九
九
五
年
日
本
文
芸
家
ク
ラ
ブ
大
賞
を
受
賞
。
日

本
文
芸
家
協
会
、
日
本
推
理
作
家
協
会
な
ど
に
所
属
す
る
と
と
も

に
、
日
本
文
芸
家
ク
ラ
ブ
関
西
支
部
長
。
「
き
ょ
う
も
風
さ
え
吹

き
す
ぎ
る
」
「
ち
よ
ん
が
れ
西
閏
」
「
棲
島
殺
人
海
流
」
「
ト
カ
ラ

北
上
殺
人
前
線
」
な
ど
著
書
多
数
。

０３

う
大
納
得
で
す
。
伊
藤
さ
ん
と
い
え
ば
、
色
好
み
と
い
う

よ
り
、
病
的
な
ほ
ど
女
好
き
で
す
も
ん
。
兵
庫
に
や
っ
て

き
て
、
真
っ
先
に
や
っ
た
の
が
、
福
原
と
い
う
遊
郭
を
造
っ

た
人
で
す
も
ん
ね
。
い
え
、
別
に
伊
藤
さ
ん
に
は
恨
み
は

持
っ
て
い
ま
せ
ん
が
。
で
、
伊
藤
さ
ん
は
、
た
ぶ
ん
、
こ

う
考
え
た
。
異
国
人
が
住
む
こ
の
町
に
、
吉
原
の
名
を
つ

け
て
や
ろ
う
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
か
な
。
命
名
は

し
た
も
の
の
、
こ
の
町
名
が
行
政
的
に
使
わ
れ
る
の
は
、

居
留
地
返
還
後
の
こ
と
だ
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
遠
慮
が
あ
っ

た
ん
だ
な
。
う
ん
。

話
は
ぼ
ん
と
飛
び
ま
す
が
、
吉
原
の
角
町
に
角
海
老
と

い
う
江
戸
時
代
か
ら
続
く
老
舗
が
あ
っ
て
、
こ
の
屋
号
は

今
も
そ
の
世
界
じ
ゃ
名
門
だ
そ
う
な
。
と
も
か
く
明
治
の

頃
、
こ
の
角
海
老
に
若
き
日
の
志
賀
直
哉
や
里
見
惇
が
せ
っ

せ
と
通
っ
て
い
た
。
の
ち
に
直
哉
は
こ
の
時
期
を
「
放
蕩

時
代
」
と
、
里
見
は
「
墨
汁
五
合
の
時
代
」
と
苦
々
し
く

振
り
返
っ
て
い
ま
す
。
墨
汁
を
五
合
も
飲
ん
だ
く
ら
い
、

い
や
な
気
分
の
時
期
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

ち
ょ
う
ど
同
じ
頃
、
高
村
光
太
郎
の
ほ
う
は
、
京
町
二

丁
目
の
河
内
楼
に
熱
心
に
通
っ
て
い
ま
す
。
入
れ
あ
げ
て

い
る
の
は
、
若
太
夫
と
い
っ
て
、
本
人
が
記
す
に
は
「
モ

ナ
・
リ
ザ
の
微
笑
を
持
っ
た
女
」
だ
そ
う
な
。
恋
敵
に
木

村
荘
太
と
い
う
文
学
青
年
が
い
て
、
こ
の
勝
負
、
結
局
は

光
太
郎
が
負
け
ま
す
。
ち
な
み
に
荘
太
の
父
親
は
、
「
い

ろ
は
」
と
い
う
牛
鍋
チ
ェ
ー
ン
店
を
創
業
し
た
木
村
荘
平

で
、
目
標
四
十
八
店
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
が
、
二
十
く
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腰
が
軽
い
と
い
う
か
、
尻
が
軽
い
と
い
う
か
、
と
に
か

く
身
の
軽
い
人
で
あ
る
。
細
身
で
あ
る
。
元
気
な
お
じ
さ

ん
で
あ
る
。
オ
ヒ
ョ
イ
、
こ
と
藤
村
俊
二
に
似
て
い
る
。

一
度
一
緒
に
飲
み
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
一
ヶ
所
に

腰
を
落
ち
着
け
て
は
い
な
い
。
席
が
温
ま
る
間
も
な
く

「
つ
ぎ
行
こ
か
」
で
あ
っ
た
。

も
う
刊
歳
に
近
い
が
、
色
気
が
あ
っ
て
気
が
若
く
、
髪

を
い
つ
も
染
め
て
い
る
。
し
か
し
手
入
れ
が
行
き
届
い
て

な
く
て
、
裾
の
方
か
ら
白
髪
が
覗
い
て
い
た
り
も
す
る
。

毒
え
声
り
い

出
石
ア
カ
ル

絵
・
菅
原
洗
人

■
連
載
エ
ッ
セ
ー
／
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
耳
⑪飲

み
屋
で
女
の
子
に
「
そ
の
オ
ッ
パ
イ
本
物
か
？
触
ら
へ

ん
か
ら
、
い
つ
ぺ
ん
俺
の
背
中
に
押
し
あ
て
て
み
て
」
と

言
っ
た
り
す
る
が
、
不
思
議
と
厭
味
が
な
い
。
浮
田
さ
ん
、

笑
顔
が
明
る
い
の
だ
。

数
年
前
、
勤
め
て
い
た
塗
装
関
係
の
会
社
で
定
年
に
な

り
、
あ
と
嘱
託
で
残
っ
て
く
れ
と
頼
ま
れ
た
の
だ
が
、
大

幅
な
減
給
を
拒
否
し
て
あ
っ
さ
り
と
や
め
て
し
ま
っ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
会
社
、
後
日
、
こ
の
人
の
人
脈
で
の
仕
事

が
入
ら
な
く
な
っ
て
、
給
料
考
え
直
す
か
ら
戻
っ
て
ほ
し

1０４
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あ
る
。
気
が
つ
い
た
時
に
は
遅
か
っ
た
と
い
う
訳
だ
。

「
あ
い
つ
の
コ
レ
が
、
ア
レ
で
ナ
ニ
に
な
っ
て
、
こ
い

つ
の
ア
レ
が
、
ナ
ニ
で
コ
レ
や
が
な
」
と
、
こ
の
人
の
話

は
訳
が
分
か
ら
な
い
の
だ
が
、
親
指
と
人
差
し
指
で
丸
を

作
っ
た
り
、
小
指
を
立
て
た
り
、
親
指
を
突
き
出
し
た
り
、

首
を
切
る
ふ
り
を
し
た
り
と
、
さ
か
ん
に
指
が
踊
っ
て
、

大
体
分
か
る
の
で
あ
る
。

一
人
で
来
た
時
は
、
一
し
き
り
喋
っ
た
あ
と
、
い
つ
も

週
刊
誌
を
見
て
い
る
。
ま
ず
グ
ラ
ビ
ア
の
ヌ
ー
ド
写
真
を

見
て
、
次
に
ち
ょ
っ
と
エ
ッ
チ
な
読
み
物
を
、
そ
ば
に
誰

が
い
よ
う
と
恥
ず
か
し
げ
も
な
く
ペ
ー
ジ
を
開
い
た
ま
ま

読
ん
で
い
る
。
明
る
い
ス
ケ
ベ
な
の
だ
。

ま
た
博
突
が
好
き
で
、
財
布
に
は
い
つ
も
、
宝
く
じ
や

馬
券
や
競
輪
の
車
券
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
て
い
る
。
よ
く

資
金
が
続
く
も
の
だ
と
思
う
。

い
つ
だ
っ
た
か
、
彼
女
の
ケ
ー
タ
イ
番
号
で
買
っ
た
ナ

ン
バ
ー
ズ
宝
く
じ
で
百
万
円
当
た
っ
て
、
彼
女
に
半
分
や
っ

た
と
い
う
。
気
前
も
い
い
の
だ
。

そ
の
宝
く
じ
の
話
。

字
』

「
ナ
ン
バ
ー
ズ
宝
く
じ
、
毎
回
買
う
て
る
ゆ
う
て
た
や

ろ
。
彼
女
の
ケ
ー
タ
イ
番
号
、
俺
の
ケ
ー
タ
イ
番
号
、
そ

れ
か
ら
車
の
プ
レ
ー
ト
ナ
ン
バ
ー
。
こ
の
前
、
買
い
に
行

こ
、
思
て
た
ら
急
に
仕
事
が
入
っ
て
、
高
槻
ま
で
行
っ
た

い
と
言
っ
て
来
た
と
い
う
。
し
か
し
彼
は
す
で
に
、
さ
っ

さ
と
自
分
で
事
業
を
始
め
て
し
ま
っ
て
い
た
。

よ
く
遊
ぶ
が
、
仕
事
も
出
来
た
の
だ
。
営
業
し
な
が
ら

現
場
も
こ
な
し
、
取
引
先
の
担
当
者
を
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー

で
接
待
も
し
て
い
た
。
会
社
は
彼
の
評
価
を
誤
っ
た
の
で

い
ず
し
・
あ
か
る
湘
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
「
風
媒
花
」
「
火
曜
日
」
同
人
。
兵
庫
県

現
代
詩
協
会
会
員
。
詩
集
「
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
耳
」
（
編
集
エ
房
ノ
ア
刊
）
に
て
、

２
０
０
２
年
度
第
訓
回
ブ
ル
ー
メ
ｉ
ル
賞
文
学
部
門
受
賞
。

ん
や
。
帰
っ
て
来
て
か
ら
買
い
に
行
っ
て
も
、
充
分
間
に

合
う
と
思
て
た
ん
や
。
そ
し
た
ら
途
中
、
高
速
で
事
故
や
つ

と
っ
て
渋
滞
や
が
な
。
車
動
き
よ
』
ｂ
へ
ん
。
結
局
間
に
合

わ
ん
で
、
そ
の
日
、
買
え
ん
か
つ
た
ん
や
。
そ
や
け
ど
、

こ
の
前
当
た
っ
た
と
こ
や
か
ら
、
ま
あ
続
け
て
は
当
た
ら

ん
や
ろ
思
て
た
ら
、
発
表
見
た
ら
当
た
つ
と
っ
た
ん
や
が

な
。
ず
－
つ
と
長
い
こ
と
買
う
て
来
と
っ
て
か
ら
に
、
た

ま
た
ま
買
え
な
ん
だ
時
に
、
俺
の
車
の
番
号
が
来
た
ん
や

が
な
。
え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
、
二
百
万
や
で
、
二
百
万
。
い

つ
も
二
口
買
う
て
た
か
ら
、
四
百
万
円
。
そ
れ
か
ら
三
日

ほ
ど
寝
ら
れ
る
か
い
な
」

こ
の
人
は
、
運
が
い
い
の
か
悪
い
の
か
。
こ
の
前
当
た
っ

て
、
ま
た
当
た
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
だ
。

そ
の
浮
田
さ
ん
の
最
近
の
ド
ジ
話
。

「
家
に
お
る
時
に
ケ
ー
タ
イ
が
か
か
っ
て
来
た
ん
や
。

お
ば

い
つ
も
は
マ
ナ
ー
に
し
と
る
の
に
、
鴫
っ
て
し
も
て
。
嫁

は
ん
が
そ
ば
に
お
っ
た
ん
や
が
な
。
や
っ
ぱ
り
女
か
ら
や
っ

て
、
ご
ま
か
し
な
が
ら
喋
り
よ
っ
た
ら
、
女
も
気
が
つ
い

た
ら
し
て
『
間
違
い
電
話
の
ふ
り
し
て
切
り
。
ま
た
ね
バ

イ
バ
イ
！
』
言
い
よ
っ
た
ん
や
。
俺
も
つ
ら
れ
て
つ
い
う
っ

か
り
『
バ
イ
バ
イ
！
』
ゆ
う
て
し
も
た
・
え
ら
い
こ
つ
ち
や

が
な
。
」

ホ
ン
ト
に
こ
の
人
の
人
生
、
ど
う
な
っ
て
行
く
の
や
ら
。

当
分
は
「
え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
、
え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
」
で
進

ん
で
行
き
そ
う
で
あ
る
。

0５
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